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介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護

従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
介
護

家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
、
家
族
、

介
護
従
事
者
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
介

護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を
重
点
的
に
実
施

す
る
た
め
の
日
で
す
。

　

11
月
11
日
を
「
介
護
の
日
」
と
し
た
理
由
と

し
て
「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か

介
護
あ
り
が
と
う
」
を
念
頭
に
、「
い
い
日
、

い
い
日
」
に
か
け
た
覚
え
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
語
呂
合
わ
せ
と
し
ま
し

た
。（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

介
護
と
は
、
病
気
や
け
が
、
加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
不
自
由
に
な
っ

た
部
分
を
補
い
、
で
き
る
だ
け
自
力
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
身
の
回
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介
護
高
齢
者
が

増
加
す
る
一
方
で
、
介
護
す
る
家
族
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
家
族
を
め
ぐ
る
状
況
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
合
う
た
め
に
創
設
さ
れ
た
の
が
現
在
の
介

護
保
険
制
度
で
す
。

介
護
の
日
と
は

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

介
護
と
は

第１号被保険者（65歳以上）
◦所得に応じた介護保険料を幸田町へ

納めます。
◦介護保険サービスが必要になったら

役場に申請し、認定を受けます。

第２号被保険者（40～64歳以上）
◦加入している健康保険料と一緒に介護保険料を

納めます。
◦老化が原因とされる疾病（特定疾病）で介護が

必要な場合、役場に申請し、認定を受けます。

幸田町（保険者）
◦被保険者証を交付します。
◦要介護認定を行います。
◦そのほか介護保険に関する業

務をします。 介護サービス費用の
７～９割を請求

介護サービス費用の
７～９割を支払い

介護保険料の納付
要介護認定の申請

被保険者証の交付
要介護認定

介護サービス費用の１～３割
を自己負担として支払い

介護サービス
の提供

サービス業者
（県または町の指定を受けた社会福祉法人、

医療法人、民間企業、非営利組織など）

◦介護保険サービスを提供します。

ご存じですか

介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護

従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
介
護

家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
、
家
族
、

介
護
従
事
者
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
介

護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を
重
点
的
に
実
施

す
る
た
め
の
日
で
す
。

11
し
て
「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か

介
護
あ
り
が
と
う
」
を
念
頭
に
、「
い
い
日
、

い
い
日
」
に
か
け
た
覚
え
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
語
呂
合
わ
せ
と
し
ま
し

た
。（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

介
護
と
は
、
病
気
や
け
が
、
加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
不
自
由
に
な
っ

た
部
分
を
補
い
、
で
き
る
だ
け
自
力
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
身
の
回
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介
護
高
齢
者
が

介
護
の
日
と
は

介
護
と
は

従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
介
護

家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
、
家
族
、

介
護
従
事
者
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
介

護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を
重
点
的
に
実
施

す
る
た
め
の
日
で
す
。

し
て
「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か

介
護
あ
り
が
と
う
」
を
念
頭
に
、「
い
い
日
、

い
い
日
」
に
か
け
た
覚
え
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
語
呂
合
わ
せ
と
し
ま
し

た
。（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
不
自
由
に
な
っ

た
部
分
を
補
い
、
で
き
る
だ
け
自
力
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
身
の
回
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

ご存じですか

　11月11日は「介護の日」です
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65
歳
に
な
っ
た
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
へ

町
か
ら
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。
65
歳
の
誕
生
月
前
に
町
か
ら
「
介
護
保
険

被
保
険
者
証
の
交
付
お
よ
び
介
護
保
険
制
度
説

明
会
」
の
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

40
～
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

特
定
疾
病
に
該
当
し
、
認
定
結
果
が
出
た
場
合

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

☆
介
護
保
険
被
保
険
者
証
は
こ
ん
な
と
き
に
使

　

い
ま
す

　

・
介
護
認
定
を
申
請
す
る
と
き

　

・
認
定
を
受
け
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立
て
て
も
ら
う
と
き

　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
の
介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
と
き

介
護
保
険
被
保
険
者
証
は
必
要
に

な
っ
た
と
き
の
た
め
に
大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ

介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
は

利
用
者
の
自
己
負
担
が
１
割
の
人
が
１
万
円
分

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

病
気
や
け
が
な
ど
で

◦
日
常
生
活
に
不
便
が
生
じ
て

き
た

◦
家
の
段
差
を
な
く
し
た
り
手

す
り
を
付
け
た
り
し
た
い

◦
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
を
借
り
た

い
◦
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い

◦
施
設
に
入
所
し
た
い　

な
ど

福
祉
課
へ
要
介
護
認
定
の
申
請

を
し
ま
す

必
要
な
物

①
認
定
を
受
け
た
い
人
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証

②
通
院
（
入
院
）
し
て
い
る
病

院
名
と
主
治
医
名
が
分
か
る

も
の

認
定
を
受
け
ま
す

◦
認
定
調
査
員
が
自
宅
や
病
院
・
施
設
に
伺
い
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取
り
な
ど
の
調

査
を
し
ま
す
。

◦
町
か
ら
主
治
医
に
意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し

ま
す
の
で
、
申
請
後
か
か
り
つ
け
医
に
受
診

を
し
ま
す
。

↓
介
護
認
定
審
査
会
で
介
護
の
必
要
性
や
要
介

護
度
を
判
定
し
、結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
１
～
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
利
用
者
に
介

護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

所
得
に
応
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
に
支
払
う
利
用
者
負
担
の
割
合
（
１
～
３

割
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
す

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本
人
や
家
族
と

話
し
合
い
な
が

ら
、
本
人
が
自
立

し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
計

画
を
作
成
し
ま

す
。

第１号被保険者
（65歳以上）の負担

2,070円

県の負担
1,125円

幸田町の負担
1,125円

第２号被保険者
（40～64歳）の

負担
2,430円

国の負担
2,250円

自己負担
1,000円

▲介護保険被保険者証

▲介護保険負担割合証

特集
1 ご存じですか　11月11日は「介護の日」です
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要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
や
幸
田
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
面
談
で
行

う
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
り
、
生
活

機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
人
が
利
用
で
き
る

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き
る
「
一

般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
介
護
予
防
事
業
を
開
催
す
る
際
は
、
広

報
な
ど
で
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
や
介
護
し
て
い
る
人
の
総

合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
幸
田
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
等

が
中
心
と
な
り
、
高
齢
者
や
介
護
し
て
い
る
人

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
幸
田
町
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

で
81
・
５
歳
、
女
性
で
86
・
９
歳
で
す
（
厚
生

労
働
省
資
料
「
平
成
27
年
市
町
村
別
生
命
表
の

概
要
」
か
ら
）。

　
「
平
均
寿
命
」
を
延
ば
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
「
健
康
寿
命
」
も
同
様
に
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
分
の
体
の
こ
と
は
自
分
が
一
番
分

か
り
ま
す
。
健
康
に
興
味
を
持
ち
、
元
気
に
過

ご
す
た
め
、
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
運

動
を
し
た
り
、
減
塩
し
た
り
、
野
菜
を
多
く
食

べ
た
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
や
介
護
に
関
す
る
教
室
や
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
６
４
）62-

７
３
３
１

11
月
13
日
（
火
）
か
ら
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
６
４
）62-

７
３
３
１

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
と
は

で
も
や
っ
ぱ
り
元
気
で

過
ご
し
た
い
か
ら

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

困
っ
た
と
き
は

脳
の
健
康
教
室

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室

げ
ん
き
か
い

お
達
者
体
操

12
月
５
日
（
水
）
に
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
１
月
９
日（
水
）か
ら
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幸田町地域
包括支援
センター 幸田駅

●役場
保健センター
●

●
幸田
中学校

錦田ガード西
菅田

幸田町菱池

▲幸田町地域包括支援センター
（大字菱池字錦田82番地４　
☎（0564）62−7331　福祉サ
ービスセンター内）
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幸
田
町
の
ご
長
寿
さ
ん

県
知
事
か
ら
数
え
１
０
０
歳
の
お
祝
い

　

老
人
の
日
・
老
人
週
間
事
業
と
し
て
、
高
齢

社
会
の
現
状
を
知
り
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に

一
層
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

９
月
19
日
（
水
）
に
、
町
内
で
数
え
１
０
０
歳

を
迎
え
た
高
齢
者
（
大
正
８
年
１
月
１
日
～
大

正
８
年
12
月
31
日
生
ま
れ
）
の
中
か
ら
１
人
を

代
表
し
て
岩
堀
在
住
の
本ほ

ん

多だ

よ
し
の
さ
ん
宅
へ

森も
り

岡お
か

仙せ
ん

太た

愛
知
県
副
知
事
が
訪
問
さ
れ
、
愛
知

県
知
事
か
ら
の
敬
老
祝
い
の
品
を
贈
り
、
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

本
多
さ
ん
は
、
岩
堀
区
在
住
で
、
82
歳
ま
で

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

深
溝
学
区
内
か
ら
嫁
い
で
来
ら
れ
て
か
ら
80
年

近
く
に
渡
り
、
そ
の
日
の
天
気
や
出
来
事
を
日

記
に
付
け
て
い
る
そ
う
で
、
家
計
簿
も
書
い
て

い
る
そ
う
で
す
。
退
職
後
は
、
15
年
以
上
に
渡

り
、
天
気
の
良
い
日
は
ほ
ぼ
毎
日
、
自
主
的
に

地
域
の
道
路
や
神
社
な
ど
の
清
掃
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
平
成
29
年
度
社
会
福

祉
大
会
で
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
数
え

１
０
０
歳
に
な
っ
た
現
在
も
自
分
で
歩
い
て
買

い
物
や
美
容
院
に
行
っ
て
い
ま
す
。
長
生
き
の

秘
訣
は
、
毎
日
１
つ
梅
干
し
と
ら
っ
き
ょ
う
を

食
べ
る
こ
と
、牛
乳
を
飲
む
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

町
長
か
ら
お
祝
い
の
記
念
品
の
贈
呈

　

敬
老
の
日
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
町
内

に
住
む
85
歳
以
上
の
１
、２
７
０
人
を
対
象
に
、

民
生
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
で
長
寿
祝
い
の
記
念

品
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
歳
以

上
の
15
人
の
う
ち
、
佐さ

藤と
う

千ち

代よ

子こ

さ
ん
に
は
、

町
長
か
ら
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
田
町
に
は
、
満
１
０
０

歳
以
上
の
人
が
15
人
住
ん

で
い
ま
す
。
最
高
齢
は
、

１
０
４
歳
の
人
で
す
（
平
成

30
年
９
月
１
日
現
在
）。

　

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
激

動
の
時
代
を
過
ご
し
、
今
な

お
お
元
気
な
ご
長
寿
さ
ん
た

ち
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

９
月
16
日
（
日
）、
17
日
（
月
・
祝
）
に
町
内
各

所
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
長
寿
を
祝

う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
堀
区
で
は
、
中
央
小
学
校
の
三
河
万
歳
ク

ラ
ブ
に
よ
る
三
河
万
歳
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
新
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
者
さ
ん
も

ご
高
齢
で
し
た
が
、
い
き
い
き
と
披
露
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
お
菓
子
や
お
茶
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
歓
談
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
５
６
４
）62-

１
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）56-

６
２
１
８

ご
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

幸田町の75歳以上の人口

（平成30年４月１日現在）

幸田町最高齢

男性　103歳

女性　104歳

（平成30年４月１日現在）

75～99歳 100歳以上 合計

男 1,612人 ４人 1,616人

女 2,279人 13人 2,292人

合
計 3,891人 17人 3,908人

▲森岡副知事（左）と本多さん（右）

▲101歳の佐藤さん（左）と町長（右）

①
中
央
小
学
校
三
河
万
歳
ク
ラ
ブ
に
よ
る
三
河
万
歳

②
歓
談
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

①

②

特集
1 ご存じですか　11月11日は「介護の日」です
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借
金
・
貯
金
の
状
況

　

平
成
29
年
度
末
の
町
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、

89
億
７
，
４
２
１
万
円
で
す
。
道
路
や
学
校
な

ど
長
期
間
使
用
す
る
施
設
の
建
設
に
は
、
多
額

の
経
費
が
必
要
で
す
。
町
債
で
賄
う
こ
と
は
、

後
世
代
へ
の
公
平
負
担
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

基
金
（
貯
金
）
の
残
高
は
、
45
億
５
，

２
７
３
万
円
で
す
。
大
幅
に
税
収
が
減
少
し
た

場
合
や
災
害
な
ど
の
予
定
外
の
支
出
に
備
え
る

「
財
政
調
整
基
金
」（
約
26
・
５
億
円
）
な
ど
８

つ
の
基
金
に
積
立
て
て
い
ま
す
。

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
額
で
算
出
し

て
い
ま
す
。

  

今
年
も
わ
が
町
の
台
所
事
情
を
お

知
ら
せ
す
る
時
期
が
来
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な
税
金
や
、国
・

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
お
金
が
、

幸
田
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算
報
告
と
町
の
財
政
状
況

121.7

106.9 110.3
100.7

89.7

（年度末）

町債残高の推移（億円）
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基金残高の推移
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（億円）
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20
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50
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町税 80億7,063万円（52.5%）
（町税内訳） 
　町民税 29億4,802万円（36.5%）
　固定資産税 44億5,442万円（55.2%）
　たばこ税 2億5,789万円（3.2%）
　都市計画税 3億1,281万円（3.9%）
　軽自動車税 9,445万円（1.2%）
　入湯税 304万円（0.0%）

使用料及び手数料 2億4,403万円（1.6%）
地方譲与税 1億4,278万円（0.9%）
自動車取得税交付金 7,634万円（0.5%）
配当割交付金 4,327万円（0.3%）
地方特例交付金 4,284万円（0.3%）
株式等譲渡所得割交付金 4,189万円（0.3%）
財産収入 2,416万円（0.2%）
ゴルフ場利用税交付金 1,866万円（0.1%）
利子割交付金 1,266万円（0.1%）
地方交付税 1,237万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金 516万円（0.0%）

議会費 1億4,675万円（1.0%）
商工費 1億3,771万円（0.9%）
労働費 3,250万円（0.2%）
災害復旧費 1,224万円（0.1%）
諸支出金 272万円（0.0%）

寄附金 16億6,951万円（10.9%）

国庫支出金
11億9,374万円（7.7%）

県支出金
7億7,685万円（5.0%）

地方消費税交付金
7億3,758万円（4.8%）

繰入金
6億9,136万円（4.5%）

繰越金
6億6,705万円（4.3%）

諸収入
5億739万円（3.3%）

分担金及び負担金
2億4,491万円（1.6%）

町債
1億5,370万円（1.0%）

衛生費
12億7,030万円（8.7%）

土木費
11億699万円（7.5%）

公債費
8億9,977万円（6.2%）

消防費
7億7,269万円（5.3%）

農林水産業費
5億3,099万円（3.6%）

民生費
50億1,899万円（34.3%）

総務費
24億9,580万円（17.1%）

教育費
22億226万円（15.1%）

146億2,971万円

153億7,688万円

歳出の使用目的
民生費…社会保障など
総務費…交通安全、選挙、
　　　　コミュニティなど
教育費…学校、社会教育、
　　　　文化・スポーツ振興
　　　　など
衛生費…保健衛生、清掃など
土木費…道路、橋りょう、河川、
　　　　都市計画など
公債費…町債の返済
消防費…消防、救急活動など
農林水産業費…農業・林業振
　　　　　　　興など

町民一人当たり11万180円町民一人当たり21万7,212円

一般会計 わ
が
町
の
お
金
の
使
い
み
ち
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え
こ
た
ん
の
解
説

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
平
成
28
年

度
と
比
べ
る
と
法
人
町
民
税
の
落
ち
込
み

に
よ
り
税
収
が
約
４
億
円
減
少
し
た
け
ど
、

６
２
０
万
円
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
よ
。
こ

れ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
寄
附
金
を
い
た
だ
い
た
か
ら
な
ん
だ

よ
。
歳
出
も
７
、３
９
２
万
円
増
と
ほ
ぼ
横
ば

い
だ
っ
た
よ
。実
施
し
た
主
な
事
業
は
、９
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
か
ら
見
て
み
て
ね
。
民
生

費
は
、
引
き
続
き
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
中
学

校
ま
で
の
子
ど
も
医
療
の
無
料
化
を
行
っ
て
い

る
の
で
増
加
と
な
っ
た
よ
。「
人
と
自
然
と
産

業
の
調
和
」
が
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
今
後
も

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
ね
。
公
債
費
だ
け

ど
、
平
成
28
年
度
と
比
べ
る
と
、
借
金
の
残
高

は
減
っ
て
い
る
け
ど
、
借
金
の
比
率
は
愛
知
県

内
で
は
高
い
方
な
ん
だ
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
７
つ
の
特
別
会
計
と

１
つ
の
企
業
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
の
た
め
に
財
布
を

分
け
て
管
理
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ

ね
。
企
業
会
計
は
、水
道
事
業
会
計
の
こ
と
で
、

幸
田
町
の
水
道
事
業
は
こ
こ
で
運
営
し
て
い
る

よ
。
限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
幸
田

町
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。

都市計画税の使いみち

　都市計画税は、都市計画事業などのための目的税で、

下表の事業に充てられています。

入湯税の使いみち

　入湯税は、入湯客に課されるもので、観光の振興お

よび観光施設の整備などに要する費用のための目的税

で、下表の事業に充てられています。

会　　　　計　　　　名 歳入（ａ） 伸び率 歳出（ｂ） 伸び率 差額（ａ）－（ｂ）

一般会計			   153億7,688万円 0.0％増 146億2,971万円 0.5％減 7億4,717万円

特
別
会
計

土地取得特別会計 3,790万円 5,573.5％増 1,711万円 2,416.2％増 2,079万円

国民健康保険特別会計 37億5,647万円 0.4％増 36億1,469万円 1.0％減 1億4,178万円

後期高齢者医療特別会計 4億 308万円 12.0％増 4億 251万円 11.9％増 57万円

介護保険特別会計 18億5,727万円 7.1％増 18億1,944万円 10.8％増 3,783万円

幸田駅前土地区画整理事業特別会計 3億1,714万円 27.7％減 3億1,414万円 27.9％減 300万円

農業集落排水事業特別会計 3億4,335万円 4.9％減 3億3,374万円 5.2％減 961万円

下水道事業特別会計 6億7,162万円 7.9％減 6億6,116万円 7.9％減 1,046万円

企業会計
（税抜き）

水道事業
会計

収益的収支 7億8,169万円 0.8％増 6億2,733万円 0.2％増 1億5,436万円

資本的収支 1億 276万円 23.4％減 2億7,247万円 31.5％減 ▲1億6,971万円

総　　　　合　　　　計 236億4,816万円 0.1％減 226億9,230万円 0.9％減 9億5,586万円

＊歳入には翌年度繰越明許費（事業財源分）一般会計985万円、幸田駅前土地区画整理事業特別会計300万円を含む

事業名称 事業費 都市計画税からの
充当額

都市計画総務事業 5,685万円 2,853万円

土地区画整理事業 2,160万円 1,090万円

街路事業 30万円 15万円

公園事業 5,480万円 2,498万円

幸田駅前土地区画
整理事業 3億1,414万円 7,104万円

公共下水道事業 6億6,116万円 1億7,720万円

合 計 11億885万円 3億1,280万円

事業名称 事業費 入湯税からの
充当額

観光事業 558万円 304万円

特集
2 平成29年度決算報告と町の財政状況

決算状況

広報こうた●2018（H30）11.17



　町の財政状況を分かりやすくするため、平成29年度の町の一般会計決算額を町の人口41,296人（平成30年３月31日
現在の住民基本台帳人口）で割り、町民１人当たりの金額に換算して、家計で使う項目に例えてみました。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成29年度決算に基づく健全化判断比率および公営企業の
資金不足比率を公表します。

えこたんの解説

  「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、平成18年に北海道夕張市が財政破たんしたこと

が発端でできた法律のことで、議会や住民に対して財政状況を公表することが義務付けられたんだ。

幸田町は、「財政健全化判断比率」、「資金不足比率」ともに基準をクリアしているよ。今後も健全財

政を心掛けていくね。

財政健全化判断比率

　地方公共団体は、統一的な指標で財政状況を把握するた
め、４つの財政指標である健全化判断比率を算定し公表す
ることが義務付けられています。
　いずれの指標も早期健全化基準を超えた場合は、財政状
況はイエローカードである「早期健全化団体」となり、財
政状況を改善するための計画を策定する必要があります。

公営企業の資金不足比率

 公営企業会計における料金収入に対する資金不足額（赤
字額）に対する比率であり、経営健全化基準を超えた場合
は、経営健全化計画を策定する必要があります。

給料（町税等） 29万3,468円 
両親からの援助（国・県支出金など） 7万5,168円 
ローンで賄っている額（町債） 3,722円 

合計 37万2,358円 

食費（人件費） 7万5,330円 
医療費（扶助費） 4万9,929円 
ローン返済（公債費） 2万1,789円 
光熱水費（物件費） 7万3,637円 
自宅の修繕（維持補修費） 6,417円 
お祝い金、町内会費
（補助費等） 4万6,019円 
貯金（積立金） 4,934円 
証券投資（貸付金） 2,179円 
仕送り（繰出金） 3万1,347円 
自宅の増改築
（普通建設・災害復旧費） 4万2,684円 
来期に支払うお金（繰越明許） 238円 
繰越金（実質収支） 1万7,855円

合計 37万2,358円

収入 支出

家計と町の財政ではお金の
使い方も規模も違うから単
純には比べられないところ
もあるけど、おおよそこの
ようになるよ。

項目 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 - 13.45％

連結実質赤字比率 - 18.45％
実質公債費比率 5.3％ 25.00％
将来負担比率 - 350.00％

＊「−」で表示されている項目は、黒字のため数値が
　計上されていません。

項目 資金不足比率 経営健全化基準
農業集落排水事業

特別会計 - 20.00％

下水道事業特別
会計 - 20.00％

水道事業会計 - 20.00％
＊「－」で表示されている項目は、資金不足額がない

ため数値が計上されていません。

幸田町の家計簿

平成29年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率
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決
算
審
査
報
告

  

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法

令
な
ど
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
計
数
は
正
確
で
、
予
算
の
執
行
は
お

お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◎
一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算
総
額

は
、
前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ
た
。
歳
入
決
算
額
か

ら
歳
出
決
算
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
、
実
質
収
支
お
よ
び
単
年
度
収
支
は
、

黒
字
で
あ
っ
た
。
町
税
の
収
納
率
は
、
若

干
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
対
応
を
継
続
す
る
一
方
で
、
厳

正
な
措
置
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
主
要

な
財
政
指
標
で
は
、
公
債
費
負
担
比
率
は

年
々
着
実
に
減
少
し
て
い
る
が
、
経
常
収

支
比
率
は
改
善
を
必
要
と
さ
れ
る
。
今
後

も
計
画
的
な
起
債
に
留
意
す
る
と
と
も

に
、
経
費
の
節
減
と
事
業
の
効
率
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
、前
年
度
と
比
較
し
、

年
間
総
配
水
量
お
よ
び
年
間
総
有
収
水
量

と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
総
収
益
お
よ
び

最
終
純
利
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い

る
。
引
き
続
き
安
定
か
つ
良
質
な
水
の
供

給
に
向
け
、
施
設
の
耐
震
対
策
・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
機
能
強
化
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

含
め
た
総
合
的
な
事
業
の
取
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。

◎
総
評

　

平
成
29
年
度
決
算
で
は
、
法
人
町
民
税

が
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
に
よ
り
歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
を
確
保
で
き
た
。
財
政
指
標
の
健

全
化
比
率
等
は
、
健
全
な
数
値
と
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
歳
入
で
は

法
人
町
民
税
の
一
部
国
税
化
、
歳
出
で
は

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
、
行
財

政
運
営
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
絶
え
ず
成
果
の
検
証
を
行
い
、
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
効
果
的
に
町
民
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
に
精
励

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

（
平
成
29
年
度
決
算
審
査
意
見
か
ら
）

問合せ   財政課財政グループ ☎（0564）62ー1111（内線353）　FAX（0564）63−5139

　多世代の皆さんが笑顔あふれる元気なまちを目指し、さまざまな事業を実施しました。その一部をご紹介します。

山や
ま

下し
た　

力
ち
か
ら 

大お
お

嶽だ
け　

弘
ひ
ろ
し 

幸
田
町
監
査
委
員

災害対応特殊救急自動車購入

多世代交流施設（豊坂ほっと館）整備事業

町民会館舞台照明・音響改修工事

坂崎小学校校舎増築工事

役場窓口手話通訳者配置

高校生カンボジア派遣事業

特集
2 平成29年度決算報告と町の財政状況

平成29年度に実施した主な事業
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　中央公民館で、自主防災会役員などを対象に、防災リーダー養成研修を開催しました。第１
回は、ＭＣＡ無線機の取扱説明および名古屋大学減災連携研究センター荒

あ ら

木
き

裕
ゆ う

子
こ

特任准教授を
講師に招き、「災害時の避難所運営・避難者支援」について講話していただき、また、第２回
は、ロープ結索訓練と名古屋大学減災連携研究センター新

あ ら

井
い

伸
の ぶ

夫
お

特任教授を講師に招き、「み
んなで考えよう　避難生活のあれこれ」というテーマで講話と災害時の避難生活に関するワー
クショップを行い、避難生活について考えました。今後も地域の防災力向上のために研修など
を実施していきます。

　安城市体育館で西三河地域子ども会球技大会が開催されました。女子の部は13チーム、男子
の部は14チームが出場し、幸田町からは、女子の部では野場子ども会、大草子ども会、男子の
部では深溝学区子ども会チームが参加しました。結果は、女子の部で野場子ども会が３位に入
賞しました。ほかのチームも全力を尽くし、熱戦を繰り広げていました。

▲ＭＣＡ無線機講習

▲ロープ結索訓練

第１回　７月８日

第２回　８月25日

▲防災講話

▲避難生活に関する課題について話し合いました

▲試合の様子 ▲女子第３位　野場子ども会

身
近
な
情
報
を
広
報
へ

防災リーダー養成研修災害時の頼れるリーダーへ 7/8、8/25

西三河地域子ども会球技大会
幸田町チーム、善戦しました！

9/1
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　北部中学校３年生の川
か わ

田
だ

駿
は や

実
み

くんが、８月８日（水）
から大阪府で開催された全日本ジュニアテニス選手権大
会（男子ダブルス）へ出場し、町長へその報告に訪れま
した。結果は、惜しくも１回戦負けとなってしまいまし
たが、「初めての全国大会で緊張したけど、思ったより
自分のプレーができたので良かった」と話してくれまし
た。また、川田くんは、８月21日（火）から広島県で開
催された第45回全国中学生テニス選手権大会（男子ダブ
ルス）にも出場し、結果は、ベスト８と健闘しました。
今後の抱負について「高校ではシングルスで全国に行き
たい」と話してくれました。

　幸田駅前銀座南側歩道で若手農家グループ「旬果集稲」による農産物即売会が開催されまし
た。ブドウ、ナシ、ナス、米、ランなどの幸田町産の農産物を販売したほか、ブドウとナシの
試食や筆柿で作ったかき氷の配布を数量限定で行いました。お客さんからは「甘くておいしかっ
た」との感想がありました。

　町民会館さくらホールで高
た か

橋
は し

英
ひ で

樹
き

さんを講師に招いた文化講演会「桃太郎の人生数え唄」 を
開催しました。高橋さんご自身の人生経験や多くの著名人とのエピソードをお話しいただき、
来場した皆さんの笑いを誘いました。夢を追いかけることの大切さや、物事をポジティブに捉
えること、努力をすること、趣味を持つことなど実体験を踏まえた言葉が多々ありました。

▲全国大会に出場した川田くん

▲新鮮な幸田町産の農産物が並びました ▲筆柿で作ったかき氷を配布しました

▲講演をする高橋さん ▲聞き入るお客さん

広
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全日本ジュニアテニス選手権大会出場報告
全国の舞台で健闘しました

9/12

「旬
しゅん

果
か

集
しゅう

稲
と う

」農産物即売会幸田の秋の味覚満載！ 9/15

文化講演会 高橋英樹「桃太郎の人生数え唄」 
人生を豊かにする秘訣を教えてもらいました

9/15
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　秋涼の中、防災広場で消防団観閲式を行いました。この日のために消防団員が一致団結し、
訓練を重ねた各種の操法などを会場に訪れた多くの皆さんに披露しました。会場からは、真剣
に式典に取り組む消防団員に拍手が送られるなど、会場が一体となった素晴らしい式典となり
ました。

　まちづくり会館で外国籍町民向けに、ごみを出すときのルールなどを学んでもらう外国籍町
民会議「ごみの出し方講座」を開催しました。例えばペットボトルを出すときは中を洗ってラ
ベルをはがし、キャップを外すなどの作業があることなどを伝えました。講座の最後では、実
際にごみを分別しました。参加者は、「乾電池やダンボールの出し方がよく分りました」と話
してくれました。

　幸田町の特産品である筆柿の初出荷が、ＪＡあいち三河幸田営農センター内の筆柿選果場で
行われました。前日に収穫して選果場に持ち込まれた筆柿を選果ラインに載せて、まずは人間
の目で傷をチェックした後、近赤外線による光の透過量で柿の甘・渋を判別し、箱詰めを行い
ました。昨年より実の数が少ないですが、特徴である甘さは変わらないそうです。

▲階梯操法 ▲ポンプ車操法

▲ごみの出し方を勉強しました

▲筆柿をチェックします

▲分別の実践　

▲筆柿の収穫風景

身
近
な
情
報
を
広
報
へ

消防団観閲式日頃の訓練成果を披露しました 9/23

外国籍町民会議「ごみの出し方講座」

幸田町特産品「筆柿」初出荷

めざせ！　ごみ出しマスター

幸田の特産品、初陣を迎える！

9/16

9/19
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　愛知知県防災航空隊と連携訓練を実施しました。この訓練は、山火事を想定し、愛知県が所
有する防災ヘリコプターとの連携強化を目的に行いました。消火タンクを装備したヘリコプ
ターが防災広場に着陸し、地上の消防隊から補水を受け、火点を想定した永野公園の上空で散
水を行いました。効果的な消火活動をするためには、現場の消防隊との連携は必要不可欠なた
め、今後も継続した訓練を実施します。

　消防本部前の防災広場で消防ひろばを開催しました。消防車やはしご車の試乗、放水訓練、
ロープ渡りなどのコーナーを設け、子どもたちでにぎわいました。日頃の消防士の訓練も、子
どもたちにとっては楽しい体験になりました。子どもも大人も消防署をより身近に感じられる
イベントになりました。

　北部中学校２年生の浦
う ら

山
や ま

美
み

妃
き

さんが第48回全
国教育書道展「文部科学大臣賞」を受賞し、教
育長へその報告に訪れました。浦山さんが書い
た作品は「温故知新」。浦山さんは「故のバラ
ンスが難しかったけど、上手に書くことができ
た」と話してくれました。この作品のために
100枚以上の作品を書き上げたそうです。その
中から先生が１枚を選びました。また、今後の
目標について、「姉に負けないよう、書道展の
中で１番良い賞を取りたい」と語ってくれまし
た。

▲散水用に使われたヘリコプター

▲ロープを使った救助訓練の体験コーナー

▲消防車からヘリコプターへの給水活動

▲ミニ車に試乗！

▲文部科学大臣賞を受賞した浦山さん

広
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愛知県防災航空隊との連携訓練

消防ひろば

山火事を想定した消火訓練

消防署って楽しいな！

9/28

10/6

第48回全国教育書道展「文部科学大臣賞」受賞報告
絶妙なバランスの取れた作品

10/2
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幸こ
う

凜り
ん

祭さ
い

　

今
年
度
の
幸
凜
祭
（
文
化
祭
お
よ
び
体

育
祭
）
で
は
、幸
田
町
国
際
交
流
協
会
（
Ｋ

Ｉ
Ａ
）
の
協
力
の
も
と
メ
キ
シ
コ
民
族
衣

装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
９
人
の
男
女
が
ス
テ
ー
ジ
上
を
彩
り
、

ペ
ア
と
な
っ
た
男
子
生
徒
が
女
子
生
徒
を

エ
ス
コ
ー
ト
す
る
瞬
間
に
は
、
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
同
じ
く
幸
田
町

国
際
交
流
協
会
の
協
力
の
も
と
、
食
品
バ

ザ
ー
の
一
角
で
タ
コ
ス
を
販
売
し
ま
し
た
。

生
徒
自
身
が
調
理
販
売
を
行
い
、
物
珍
し

い
食
べ
物
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
興
味
を

引
き
、
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
文
化
祭
で
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
化
学
実
験

教
室
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
を
題
材
と
し
た

課
題
解
決
型
体
験
教
室
な
ど
の
ク
ラ
ス
企

画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、

工
作
面
や
文
化
面
で
優
れ
、
生
徒
が
実
際

に
楽
し
く
体
験
で
き
る
よ
う
な
企
画
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
で
、
充
実
度
の
高
い
発
表

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

体
育
祭
が
一
部
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
生
徒
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
看
板
の

作
成
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
無
事
完
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
応
援
合
戦
を
前
倒
し

で
実
施
し
た
こ
と
で
、
応
援
団
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
輝
く
姿
と
響
き
渡
る
三
三
七
拍
子

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
さ
ら
に
幸
凜
祭
が
盛
り
上
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

幸
田
高
校
運
動
部
紹
介

　

幸
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
２
年
生
３

人
、
１
年
生
13
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人

で
県
大
会
出
場
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
、「
勝
つ
」

こ
と
を
第
一
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
や
時
間
を
守
る
こ
と
、

返
事
を
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る

チ
ー
ム
、
そ
れ
が
幸
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
理
念
で
す
。
た
だ
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
勝

敗
が
あ
る
の
で
、
勝
ち
に
も
こ
だ
わ
っ
た

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

工
夫
し
た
り
、
外
部
か
ら
専
門
の
コ
ー
チ

を
呼
ん
だ
り
と
選
手
た
ち
が
部
活
動
を
通

し
て
成
長
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
一
生

懸
命
努
力
し
た
結
果
、
勝
つ
こ
と
の
喜
び

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
部
活
動
が
展
開
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、幸
田
高
校
で
は
、弓
道
部
も
「
全

国
大
会
出
場
」
を
目
標
と
し
て
、
日
々
の

練
習
か
ら
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
を
全
員

で
作
る
こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
指
導
だ
け
で
な
く
仲
間
同
士

の
声
掛
け
を
大
事
に
し
て
い
て
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
て
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

1 年
永
な が

田
た

 翔
か け る

空 くん

１年
宮
み や

本
も と

 詩
う た

子
こ

 さん

先生から　力強いタッ
チでクラスメイトを描
きました。目線や服の
しわに気を付けて描写
し、いきいきとした様
子が伝わってきます。

先生から　友人と笑顔
で話すクラスメイトの
姿を描きました。丁寧
なスケッチと明るい色
使いで、柔らかな雰囲
気を出しました。

「友達の決めポーズ」
【水彩画】

「みんなとおしゃべり」
【水彩画】

北
部
中
学
校

校長／羽佐田　透一
全校生徒数／686人　
男子／328人　女子／358人
問合せ／☎（0564）62－1445

　　　　　　 は　さ　だ　　 とういち

幸田高
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幸田小 １年
本
ほ ん

多
だ

 由
ゆ

依
い

 さん

「おこる」

　おこられるのがいやになった
ぼくが、一人で出かけてみたけ
ど、さみしくなって、かえって
きたところがすきです。おこっ
ても、こころがすっきりするわ
けではないから、なるべくおこ
らない人になりたいとおもいま
す。

『
将
来
に
つ
な
が
る
３
日
間
』
職
場
体
験
実
施
日
：
平
成
30
年
６
月
５
日
・
６
日
・
７
日

　

僕
は
、
ラ
ー
メ
ン
元
八
で
、
３
日

間
の
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
家
族
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

に
よ
く
行
く
お
店
な
の
で
、
ど
う
い

う
仕
事
を
ど
う
い
う
雰
囲
気
で
し
て

い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
、
体
験
学

習
を
希
望
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
日
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
初
日

に
な
る
と
、
お
店
の
人
と
話
せ
る
か
、

仕
事
を
し
っ
か
り
と
こ
な
せ
る
か
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
不
安
で
頭
の
中
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
思
い
で
お
店
の
扉
を
開
け

る
と
、
優
し
い
笑
顔
と
気
持
ち
の
よ

い
あ
い
さ
つ
が
僕
を
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
お
店
の
人
の
温
か
い
心
遣
い

を
感
じ
、
気
持
ち
が
す
っ
と
楽
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
店
の
人
は
、

仕
事
の
説
明
も
笑
顔
で
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
店
内
に
入

っ
て
く
る
と
、
厨
房
の
中
は
忙
し
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
も
、
お

店
の
人
は
、
お
互
い
に
声
を
か
け
合

っ
て
、
笑
顔
で
お
客
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
い
ま
し
た
。
お
店
の
人
の
笑
顔

が
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
と
声
を
出
す
こ
と
だ
け
で
精
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
自
分
で
は
頑
張
っ

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
お
客
さ
ん
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
は
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
２
日
目
は
、
も
っ

と
大
き
な
声
を
出
そ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
、
３
日
目
に
な
る
と
、
だ

ん
だ
ん
仕
事
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

開
店
前
に
草
を
取
っ
た
り
、
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
メ
ニ
ュ
ー
を
並
べ
た
り
、

ラ
ー
メ
ン
の
仕
込
み
を
し
た
り
し
て
、

貴
重
な
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
店
の
人
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
ど
の
仕

事
も
お
客
さ
ん
や
一
緒
に
働
く
人
の

こ
と
を
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
で
も
、
ま
わ
り
の
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
相
手
の
こ
と
を

考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と　き　12月22日（土）午前10時30分（１時間程度）
ところ　幸田町立図書館　１階ギャラリー
内　容　劇や音楽を使った読み聞かせなど。
　　　　サンタさんの読み聞かせもあります。
対　象　どなたでも
参加費　無料
参加方法　当日会場にお越しください。
問合せ　図書館　☎（0564）63-0001　FAX（0564）63-0654

中川　ひろたか／作 　　長谷川　義史／絵
金の星社

町 民 会 館（☎（0564）63-1111）　11/19（月）・11/26（月）・12/３（月）・12/10（月）
図　書　館（☎（0564）63-0001）　11/19（月）・11/26（月）・11/30（金）・12/３（月）・12/10（月）
町民プール（☎（0564）56-8111）　11/19（月）・11/26（月）・12/３（月）・12/10（月）

11·12月の
休館日

（11/16~12/15）

南部中 ２年

丸
ま る

山
や ま

　翔
しょう

大
た

 くん

ラーメン元八

町民会館・図書館・町民プール ハッピネス・ヒル・幸田
ホームページ

http://www.happiness.kota.aichi.jp/
この本読みました

クリスマスおはなし会を開催します
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11
月
２
日
を
「
習
字
の
日
」
と
制

定
し
た
理
由
は
、11
（
い
い
）
２
（
も

じ
）
の
語
呂
合
わ
せ
の
意
味
と
、
文

化
祭
な
ど
の
多
い
11
月
の
文
化
月
間

に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
活
字
文
字
全

盛
の
今
、
毛
筆
や
硬
筆
で
文
字
を
美

し
く
書
く
伝
統
文
化
を
広
め
、
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
記
念
日
で

す
。「
習
字
の
日
」
が
、
日
本
文
化

の
振
興
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

日
と
し
て
日
本
全
国
に
定
着
し
、
書

道
を
通
じ
て
の
文
化
・
教
育
活
動
を

よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
、
日
本

習
字
教
育
財
団
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
、
手
書
き
文
字
の
力
強
さ

や
魅
力
、
そ
の
重
要
性
を
伝
え
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
「
手
紙
の

書
き
方
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
全
国

の
日
本
習
字
教
室
に
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
手
書
き
文
字
か
ら
は
、

書
い
た
人
の
人
柄
が
自
然
に
伝
わ

り
、
書
い
た
人
へ
の
興
味
を
喚
起
し

た
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
習
字
の
日
」
に
は

筆
や
ペ
ン
を
執
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
豊
坂
場
所　

千
秋
楽
、

勝
負
の
行
方
は
…
！
」

　

今
月
の
表
紙
は
、
10
月
10
日
（
水
）
に
豊

坂
小
学
校
で
行
わ
れ
た
す
も
う
大
会
の
写
真

で
す
。
校
庭
に
あ
る
す
も
う
場
で
行
わ
れ
た

学
級
代
表
者
戦
で
は
、
全
校
児
童
が
応
援
す

る
中
、
白
熱
し
た
取
組
に
な
り
ま
し
た
。

　皆さんの作品を募集します。応募方法
は、はがき裏書きもしくは作品を写真に
撮りタイトルと作者名（ペンネーム可）
をご記入のうえ、企画政策課政策情報グ
ループまでお送りください（デジカメ写
真の場合はメールで）。

　丸山古墳は、野場字大岩にある直
径が40ｍ高さ約10ｍの円墳で、大岩
山から続く丘陵を利用し築造されて
います。墳丘には葺石が確認される
ほか、古墳周辺で円筒埴輪が採集さ
れています。埴輪と古墳の規模から
５世紀前半の古墳であると推測され
ています。

　冷泉天皇の時代（平安時代中期）、
この地を訪れた高倉左中将が紀伊国
熊野より勧請し、この地の産土神と
したのが始まりと伝えられていま
す。主祭神は伊邪那美命。境内には
幹回りが３ｍを超す大きなクスノキ
がひっそりと立ち、参拝客を迎えて
くれます。

「読書感想画展」からのセレクトです。

（所在地：野場字大岩地内）

（所在地：野場字西脇14）

▼別ショットの写真

＊参考資料：公益財団法人　日本習字教育財団ホームページより

豊
坂
小　

４
年

　

須す

山や
ま 

優ゆ

空あ 

さ
ん

中
央
小　

６
年

　

樋ひ

木き 

更さ
ら

紗さ 

さ
ん

11
月
２
日
は
「
習
字
の
日
」

野場地区　その①
＊諸説あり

丸
まる

山
やま

古
こ

墳
ふん

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

サークル紹介・みんなの作品展への
皆さんからの応募をお待ちしています。

〒444-0192  菱池字元林１-１幸田町役場企画政策課政策情報グループ
☎62-1111（内線333） FAX63-5139 E-mail:kikakujoho@town.kota.lg.jp
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こ
ん
に
ち
は
！　

編
集
者
の
Ｈ
で

す
。
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
田

町
の
特
産
品
で
あ
る
筆
柿
の
収
穫
が
終

盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
も

う
食
べ
ま
し
た
よ
ね
？　

え
っ
、
ま
だ

食
べ
て
な
い
人
が
い
る
ん
で
す
か
！　

そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
筆
柿
の
取
材
現

場
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河
・
幸
田

営
農
セ
ン
タ
ー
で
９
月
19
日
（
水
）
に

初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
の
柿
よ
り

も
収
穫
時
期
が
早
く
、
コ
ク
の
あ
る
甘

み
が
特
徴
の
筆
柿
で
す
が
、
中
に
は
渋

柿
も
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
甘
柿
と
渋
柿

を
選
別
す
る
時
に
活
躍
し
て
い
る
の

が
、
非
破
壊
検
査
機
器
で
す
。
光
を
当

て
て
透
過
し
た
光
の
量
か
ら
分
析
し
て

い
ま
す
。
全
国
シ
ェ
ア
95
％
以
上
を
占

め
る
幸
田
町
の
筆
柿
は
、
こ
う
し
て
全

国
へ
旅
立
っ
て
い
く
の
で
す
。
ち
な
み

に
、
筆
柿
は
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？　

皮
を
む
く

の
が
面
倒
く
さ
い
、
そ
ん
な
あ
な
た
に

お
す
す
め
の
食
べ
方
で
す
。

　

筆
柿
の
オ
レ
ン
ジ
色
は
、
幸
田
町
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
ね
。
12
月
１
日
（
土
）
に
行

わ
れ
る
愛
知
駅
伝
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
た
幸
田
町

代
表
選
手
が
出
場
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
会
場
の
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
！
（
Ｈ
）

坂崎区在住 20歳　職業 会社員
血液型 AB型　身長 165cm
好きなタイプ　明るい人、
　　　　　　　気配りができる人
好きな芸能人　鈴木亮平、長澤まさみ
　私は、社会人３年目となり職場
にも慣れ、毎日充実した日々を
送っています。元来私は、面倒く
さがり屋で、手間のかかること、
答えがすぐに見つからないとやり
たくない気持ちがいつも勝ってい
ました。そんな時、スタジオジブ
リの宮崎駿さんの言葉に接する機
会がありました。宮崎さんは、自
分の仕事について「面倒くさいっ
ていう自分の気持ちとの戦いなん
だよ。世の中の大事なことは、た
いてい面倒くさい」と語っていま
した。スマホですぐに見つけた答
えは、すぐに忘れてしまう私です
が、宮崎さんのように手間や時間
をかけたことは身に付くと信じて
面倒くさいと思う自分を変えてい
きたいと思います。

掲載写真を印刷してプレゼント。
企画政策課までご連絡ください。
本人のご家族にお渡しできます。

「
染
め
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り　
　

～
運
動
会
年
長
リ
レ
ー
～
」

　

菱
池
保
育
園
の
運
動
会
の
２

週
間
前
、
年
長
児
は
、
リ
レ
ー

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
染
め

Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り
を
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
名
に
ち
な
ん
で
、水
色
・

黄
色
・
紫
色
・
オ
レ
ン
ジ
色
の

４
色
の
染
め
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
す
。

　

ま
ず
は
、
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

輪
ゴ
ム
や
凧
糸
を
使
っ
て
、
好

き
な
所
を
縛
っ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ー
玉
を
く
る
ん
で
い
く
子
、

折
り
た
た
ん
で
縛
る
子
、
無
造

作
に
丸
め
て
縛
る
子
と
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
が
、
面
白
い
の
は
、

同
じ
よ
う
に
縛
っ
て
染
め
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
も
、
全
く
同
じ
模
様

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
「
先
生
、
見
て
！
き
れ
い
で

し
ょ
」

　
「
四
角
い
模
様
が
あ
る
～
」

　
「
う
わ
あ
、
き
れ
い
」

　

染
め
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
自
分
の

手
で
広
げ
る
と
き
が
一
番
楽
し

い
瞬
間
で
す
。“
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
”
そ
ん
な
世

界
に
た
っ
た
一
つ
の
染
め
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
完
成
し
ま
し
た
。

山
や ま

本
も と

 悠
ゆ う

介
す け

 さん

編
集
者
の

 

ひ
と
こ
と

▲ 

▲ 

第
308
走
者 

▲

「
某
月
某
日　
　
　

〜
菱
池
保
育
園
」
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　８月２日（木）、３日（金）に役場４階ホールで、幸田町子ども会議を開催しました。

　幸田町子ども会議は「幸田町子どもの権利に関する条例」に盛り込まれている「参加する権利」「子どもを大切に

するまちづくり推進」などの実現を目的として、子どもたちが意見を出し合い、子どもたち自身で考えたことを町の

施策に生かしていくために、毎年開催しています。

参加者

幸田高校／塩
しお

月
つき

 瑞
みず

希
き

、杉
すぎ

山
やま

 司
つかさ

、谷
たに

川
かわ

 綾
あや

、山
やま

口
ぐち

 俊
しゅん

輔
すけ

北部中学校／梅
うめ

村
むら

 和
なごみ

、熊
くま

谷
がい

 碧
あお

人
と

、宮
みや

下
した

 恭
きょう

輔
すけ

、宮
みや

田
た

 沙
さ

依
え

幸田中学校／岩
いわ

本
もと

 彩
あ

瑚
こ

、河
かわ

合
い

 福
ふく

実
み

、杉
すぎ

山
やま

 舜
しゅん

哉
や

、高
たか

品
しな

 貴
き

仁
ひと

南部中学校／伊
い

藤
とう

 れな、塚
つか

本
もと

 穂
ほ

月
づき

、内
ない

藤
とう

 翔
しょう

太
た

、山
やま

口
ぐち

 蒼
そう

士
し

　　計16人（敬称略）

子ども会議のテーマ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「幸田町でともに育つ 幸田町をともに育てる〜未来のために私たちができること〜」

　「幸田町子どもの権利条例」にある「ともに育つ権利」「参加する権利」に焦点を当てました。

　幸田町の政策と自分たちの暮らしがつながっていること、SDGs2030（国連が定めた2030年までに世界が到達した

い目標）との関連を検討し、自分たちの行動や暮らし方が幸田町、世界へ影響があることを知りました。

　そして、未来の幸田町のために私たちができることを話し合いました。

　①子どもの権利について、身の回りのことと関連付けて考えました。

　②幸田町の総合計画と暮らし、SDGｓ2030の目標とのつながりを考え、

　　共有しました。

　③2030年の幸田町を想像し、そのために自分ができることを考え、

　　副町長に宣言しました。

参加者の感想（抜粋）

　・今回宣言したことを自分が、今できる範囲で行っていきたいと思いました。

　・２日間で考えたことを他の高校生にも伝えたいと思いました。

　・私たちの住む幸田町の将来のことをもっといろいろな視点から考えていきたいと思いました。

問合せ　こども課児童育成グループ　☎（0564）62−1111（内線133）　FAX（0564）63−5334

　・ともに育つ権利は、人と関わり、影響し合うことだと思う。

　・多文化共生も共に育つ権利。

　・理解できるまで寄り添うのも大切だと思う。　（抜粋）

　・自分の知らない幸田町のスポットやイベントを知った。

　・持続可能な世界のために、「人が住む」「人が住み続け

　　られる」環境づくりが大切だと思う。　（抜粋）

　・１ｇでも多くごみを減らします。

　・地域の行事に参加します。

　・英会話の勉強をします。　（宣言抜粋）

幸田町子ども会議を開催しました
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　平成23年４月１日に施行された「幸田町子どもの権利に関する条例」は、子どもたちがいきいきと育つことを保護

者、学校や地域の大人たちが手助けできるようにするための条例です。子どもと大人が子どもの権利について話し合

い、理解を深めるために、８月21日（火）役場4階ホールで「子どもと大人の合同ワークショップ」を開催しました。

参加者

小学生12人
坂崎小学校／杉

すぎ

江
え

 碧
あおい

、原
はら

田
だ

 真
ま

衣
い

　幸田小学校／石
いし

塚
づか

 陽
はる

貴
き

、宮
みや

下
した

 真
ま

歩
ほ

中央小学校／粟
あ

生
お

 悠
ゆう

一
いち

郎
ろう

、橋
はし

本
もと

 侑
ゆ

芽
め

　荻谷小学校／久
ひさ

田
だ

 春
はる

樹
き

、音
おと

部
べ

 有
ゆ

里
り

深溝小学校／小
お

笠
がさ

原
わら

 優
ゆう

斗
と

、山
やま

田
だ

 結
ゆい

音
ね

　豊坂小学校／藤
ふじ

本
もと

 翔
しょう

真
ま

、古
ふる

川
かわ

 愛
あ

乃
の

大人16人

子ども施策推進委員・・・９人　　子どもの権利擁護委員・・・１人（兼任）

人権教育推進実行委員・・・１人　　小学校教諭・・・６人　　　（敬称略）

こどもにとって大切な７つの権利

　１．安心して生きる権利

　２．自分らしく生きる権利

　３．学び育つ権利　

　４．遊び育つ権利

　５．ともに育つ権利

　６．自分を守り、守られる権利　

　７．参加する権利

問合せ　こども課児童育成グループ　☎（0564）62−1111（内線133）　FAX（0564）63−5334

子どもと大人、それぞれが話し合ったこと

ワークショップの内容

　子どもの権利に関する条例を深く浸透させるために、

この条例に定められた７つの柱となる権利を話題の中心

にして子どもと大人で話し合いました。

　幸田町が「子どもの権利」を条例で保障していること、

普段の生活の中で考えるとどんなことだろうというのを

子どもと大人で話し合いました。特に「遊び育つ権利」「と

もに育つ権利」の話題が中心となりました。

権利を持っていることを知るこ
と、権利を持っているのは、自
分だけではなくみんな持ってい
るので、お互いの尊重が大切だ
ということを学びました。

子どもの権利を守るため
にも、子どもの声に耳を
傾け、寄り添っていこう
と思いました。

「子どもの権利」を尊重
する場面、大人として注
意する場面があることに
ついて考えました。

子どもの権利は、自分や周りが
育っていくための大切なきまり
だと思いました。

子どもと大人の合同ワークショップを開催しました
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　９月28日（金）、幸田中央公園を主会場に、幸田町小学校体育大会が開催され、町内６小学校の６年生が参加しました。

結果は、以下のとおりです。

平成30年度　幸田町小学校体育大会成績一覧

前回までの大会記録

小学校体育大会の結果をお知らせします

種　目 順位
女　　　子 男　　　子

氏　　名 校名 記　録 氏　　名 校名 記　録

100m
走

第１位 山
や ま

田
だ

　結
ゆ い

音
ね

深溝 15秒29 第１位 須
す

網
あ み

　亮
りょう

太
た

荻谷 13秒69

第２位 鴨
か も

下
し た

　優
ゆ う

奈
な

荻谷 15秒42 第２位 須
す

網
あ み

　佑
ゆ う

太
た

荻谷 14秒10

第３位 森
も り

田
た

心
こ

叶
と

音
ね

坂崎 15秒85 第３位 岩
い わ

瀬
せ

　　迅
じ ん

中央 14秒60

1000m
走

第１位 磯
い そ

村
む ら

　愛
あ

心
こ

荻谷 ３分29秒44 第１位 本
も と

山
や ま

　天
た か

稀
き

幸田 ３分21秒75

第２位 大
お お

倉
く ら

　彩
あ や

音
ね

坂崎 ３分45秒30 第２位 久
ひ さ

田
だ

　春
は る

樹
き

荻谷 ３分24秒51

第３位 岡
お か

田
だ

英
え

里
り

子
こ

荻谷 ３分46秒59 第３位 菅
す が

原
は ら

悠
ゆ

羽
う

斗
と

荻谷 ３分26秒40

走り
高跳び

第１位 中
な か

村
む ら

　紗
さ

季
き

幸田 １ｍ20cm 第１位 田
た

中
な か

　陽
は る

瑛
あ き

荻谷 １ｍ25㎝

第２位 榊
さかき

原
ば ら

　彩
さ

矢
や

深溝 １ｍ15cm 第２位 松
ま つ

田
だ

　康
こ う

佑
す け

荻谷 １ｍ25㎝

第２位 曽
そ

根
ね

麻
ま

菜
な

香
か

坂崎 １ｍ15cm 第３位 横
よ こ

矢
や

　稀
き

羅
ら

中央 １ｍ20㎝

第２位 前
ま え

田
だ

　沙
さ や

伽
か

幸田 １ｍ15cm 第３位 森
も り

嶋
し ま

　悟
ご

央
お

坂崎 １ｍ20㎝

走り
幅跳び

第１位 宮
み や

下
し た

　真
ま

歩
ほ

幸田 ３ｍ77cm 第１位 山
や ま

本
も と

　晟
ま さ

矢
や

豊坂 ４ｍ03㎝

第２位 鴨
か も

下
し た

　ゆめ 幸田 ３ｍ72cm 第２位 三
み

輪
わ

　修
しゅう

造
ぞ う

坂崎 ４ｍ00㎝

第２位 伊
い

藤
と う

　紗
さ

季
き

幸田 ３ｍ72cm 第３位 上
う え

野
の

　隼
しゅん

矢
や

幸田 ３ｍ96㎝

ボール
投げ

第１位 宮
み や

地
ち

　芹
せ り

菜
な

荻谷 41ｍ14cm 第１位 藤
ふ じ

江
え

　壮
そ う

太
た

坂崎 57ｍ80㎝

第２位 石
い し

橋
ば し

　陽
ひ

和
よ り

豊坂 41ｍ07cm 第２位 三
み つ

井
い

杏
きょう

汰
た

朗
ろ う

幸田 52ｍ20㎝

第３位 草
く さ

次
つ ぐ

　映
え

里
り

坂崎 40ｍ35㎝ 第３位 吉
よ し

村
む ら

　　凌
りょう

幸田 51ｍ83㎝

４×
100mR

第１位 﨑
さ き

口
ぐ ち

莉
り

乃
の

花
か

・鴨
か も

下
し た

　ゆめ 
伊

い

藤
と う

　紗
さ

季
き

・宮
み や

下
し た

　真
ま

歩
ほ 幸田 １分02秒70 第１位 須

す

網
あ み

　佑
ゆ う

太
た

・須
す

網
あ み

　亮
りょう

太
た

 
芦
あ し

谷
や

　　葉
しょう

 ・好
よ し

口
ぐ ち

　翠
み

來
ら い 荻谷 57秒88

第２位 山
や ま

田
だ

　結
ゆ い

音
ね

・吉
よ し

野
の

　水
み

咲
さ き

 
尾

お

羽
ば

　柚
ゆ ず

姫
き

・山
や ま

本
も と

　瑠
る

泉
い 深溝 １分04秒05 第２位 石

い し

川
か わ

　　廉
れ ん

・岩
い わ

瀬
せ

　　迅
じ ん

 
足

あ

立
だ ち

　龍
りゅう

紀
き

・貝
か い

吹
ふ く

　徹
て っ

平
ぺ い 中央 59秒20

第３位 本
ほ ん

多
だ

　李
り

帆
ほ

・井
い

貝
か い

　百
も も

花
か

 
古

こ

藤
と う

　咲
さ

羽
わ

・矢
や

吹
ぶ き

　仁
に

奈
な 中央 １分05秒35 第３位 林

はやし

　　凌
りょう

我
が

・都
つ

築
づ き

　岳
た け

義
よ し

 
上
う え

野
の

　隼
しゅん

矢
や

・本
も と

山
や ま

　天
た か

稀
き 幸田 １分02秒63

種　目 女　　　子 男　　　子
100m走 藤江　美空　坂崎小　　　13秒91（平成28年） 内田　一作　荻谷小　　　12秒80（昭和63年）

1000m走 山川　紗季　中央小　３分25秒17（平成28年） 高野晄太朗　幸田小　３分11秒67（平成29年）

走り高跳び 岩近　陽香　荻谷小　　１ｍ34㎝（平成26年） 柴田　亮輔　中央小　　１ｍ50㎝（平成11年）

走り幅跳び 羽根渕純子　幸田小　　４ｍ32㎝（平成15年） 伊奈　和彦　幸田小　　４ｍ88㎝（昭和62年）

ボール投げ 寺田　美紅　荻谷小　　55ｍ40㎝（平成20年） 白草　大剛　幸田小　　72ｍ86㎝（平成25年）

４×100mR
松元真理、羽根渕純子、川口憂衣、大村三恵 市川雅也、内田一作、内田栄、太田英紀　　
　　　　　　幸田小　　　59秒59（平成15年） 　　　　　　荻谷小　　　55秒10（昭和63年）
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　12月１日（土）に愛・地球博記念公園（モリコロパーク）で開催される「愛知万博メモリアル第13回愛知県市町村

対抗駅伝競走大会（愛知駅伝）」に出場する幸田町代表選手が、以下のとおり決定しました。

愛知万博メモリアル 第13回 愛知県市町村対抗駅伝競走大会選手団名簿（敬称略）

問合せ　生涯学習課スポーツグループ　☎（0564）62−1111（中央公民館内、内線191）　FAX（0564）63−1675

　　　　（月曜休館）

９区間 28.7㎞

職種 嘱託・非常勤保育士 児童館職員・多世代交流施設職員 児童クラブ支援員
募集人員 若干人 若干人 若干人

勤務内容 保育士業務 児童館および多世代交流施設にお
ける子どもへの遊びの指導など

昼間家庭に保護者のいない児童
の育成、支援

勤務場所 町内保育園 町内児童館・多世代交流施設 小学校敷地内児童クラブ活動室

勤務時間 週15時間以上39時間以内

週18時間以内
月曜、年末年始は休日
＊実際の勤務日、勤務時間につい

ては、勤務割での調整となりま
す。

週20時間未満
日曜、祝日、年末年始は休日
＊実際の勤務日、勤務時間につ

いては、勤務割での調整とな
ります。

資格など 保育士資格を有し健康な人
子どもと接することが好きな健康 
な人（保育士または教諭資格を有 
していること）

児童と接することが好きな健康
な人（保育士または教諭資格を
有していることが望ましい）

年齢 20～65歳（ただし、定年は65歳の年度末）
給与 幸田町嘱託員・非常勤職員の報酬・賃金基準による

採用期日 平成31年４月以降

提出書類
①履歴書（市販のもので可、写真をのり付けしたもの）
②保育士免許または教諭資格証明書の写し（児童館職員・多世代交流施設職員・児童クラブ指導員

は無くても可）
③健康診断書（あれば提出してください）　＊提出された書類などは、返却しません。

採用方法
など

採用は、書類審査および面接により決定します。面接日程などについては、後日通知します。
＊採用時期については、欠員状況などにより異なる場合もあります。

申込み期間 11月１日（木）～12月14日（金）の役場開庁時間内（平日　午前８時30分～午後５時15分）

問合せ
こども課保育所グループ
☎（0564）62−1111（内線131）
FAX（0564）63−5334

こども課児童育成グループ
☎（0564）62−1111（内線133）
FAX（0564）63−5334

区間
正

氏名 所属
（勤務先・学校）補欠

第１区
中学生女子

2.8㎞

正 山
やま

川
かわ

　紗
さ

季
き

幸田中学校２年

補欠 大
おお

坪
つぼ

那
な

生
お

子
こ

幸田中学校２年

第２区
ジュニア男子

4.7㎞

正 住
すみ

原
はら

　聡
そう

太
た

豊川工業高校１年

補欠 中
なか

島
しま

　聡
そう

太
た

幸田高校３年

第３区
40歳以上

3.9㎞

正 伊
い

豫
よ

田
だ

泰
やす

孝
たか

カリツー（株）

補欠 服
はっ

部
とり

　輝
てる

志
ゆき

竹本油脂（株）

第４区
小学生女子

1.1㎞

正 磯
いそ

村
むら

　愛
あ

心
こ

荻谷小学校６年

補欠 岡
おか

田
だ

英
え

里
り

子
こ

荻谷小学校６年

第５区
中学生男子

3.2㎞

正 川
かわ

島
しま

　上
かず

総
さ

幸田中学校３年

補欠 山
やま

崎
ざき

　愛
まな

翔
と

南部中学校１年

区間
正

氏名 所属
（勤務先・学校）補欠

第６区
小学生男子

1.1㎞

正 足
あ

立
だち

　龍
りゅう

紀
き

中央小学校６年

補欠 本
もと

山
やま

　天
たか

稀
き

幸田小学校６年

第７区
一般女子

3.2㎞

正 奥
おく

村
むら

　麻
ま

友
ゆ （株）デンソー

幸田製作所
補欠 平

ひら

岩
いわ

　凌
りょう

子
こ

蒲郡市役所
第８区

ジュニア女子
3.9㎞

正 森
もり

　みのり 幸田高校２年

補欠 加
か

藤
とう

　万
ま

裕
ひろ

幸田高校２年

第９区
一般男子

4.8㎞

正 山
やま

本
もと

　将
しょう

平
へい

至学館大学

補欠 金
かな

澤
ざわ

　雄
ゆう

紀
き 愛知県中央

信用組合

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

保育園嘱託・非常勤保育士、児童館職員・多世代交流施設職員、

児童クラブ支援員を募集します

幸田町代表選手が決定しました
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　今から200年以上前、「島原大変」で被害を受けた島原藩は、
火山灰に強い櫨

は ぜ

を奨励、財政を立て直したという歴史がありま
す。平成３年、普賢岳の火砕流により貴重で利用価値の高い「昭
和福櫨」の原木が消え、絶滅の危機にあります。しかし今、島
原では、災害に強い櫨の木をもう一度広めようという意識が高

まり、櫨の木の復興が始まろうとしています。その櫨の実から搾られた木
も く

蝋
ろ う

を原料にした「和ろうそく」は、石
油系のものに比べ、少々の風では消えない大きく暖かな炎と時折見せる不規則な揺らぎが特徴的で癒やされます。
江戸時代から続く熟練した技術と伝統的な技法と圧搾機を使って作る和ろうそくは、島原の天然材料を使った伝
統産業として、今もなお継承され続けています。
　11月11日（日）のこうた産業まつりに「絵付け体験ブース（体験料500円）」を出店しますので、ぜひお越しください。
問合せ　島原市市長公室秘書人事課秘書広報班　☎（0957）63−1111（内線124）　FAX（0957）64−6334

　サイレンを鳴らして出動した消防車の出動内容と場所が確認でき、いち早く情報を聞くことができます。
＊通常の救急出動は、該当しません。
三
さん

者
しゃ

通
つう

話
わ

翻
ほん

訳
やく

サービス

　日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

せない外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

でも、病
びょう

気
き

、けが、火
か

事
じ

のときに、電
でん

話
わ

で「119」をかければ、翻
ほん

訳
やく

サービスを
24時

じ

間
かん

受
う

けることができます。英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

の言
げん

語
ご

に対
たい

応
おう

しています。
問
とい

合
あわ

せ　消
しょう

防
ぼう

署
しょ

　☎（0564）63−0119　FAX（0564）63−1119

消防テレホンサービス（自動音声） ☎0564-73-1119

　10月１日付けで町職員の人事異動を行いました。主幹級以上の異動については次のとおりです。 ＊（ ）は異動前

【部次長級】２人

　企画部次長兼企画政策課長（教育部次長兼学校教育課長兼学校給食センター所長）牧
まき

野
の

 宏
ひろ

幸
ゆき

　健康福祉部次長兼保険医療課長（保険医療課長）成
なる

瀬
せ

 千
ち

恵
え

子
.こ

【課長級】８人

　人事秘書課長（生涯学習課長兼中央公民館館長兼文化広場館長兼郷土資料館館長兼勤労者体育センター所長）

　稲
いな

熊
ぐま

 公
まさ

孝
たか

　財政課長（環境課長）林
はやし

 保
やす

克
かつ

、税務課長（企画政策課長）三
み

浦
うら

 正
まさ

義
よし

、こども課長（福祉課長）菅
すが

沼
ぬま

 秀
ひで

浩
ひろ

　福祉課長（人事秘書課長）山
やま

本
もと

 晴
はる

彦
ひこ

、環境課長（税務課長）大
おお

須
す

賀
か

 龍
りゅう

二
じ

　学校教育課長兼学校給食センター所長（財政課長）内
うち

田
だ

 守
まもる

　生涯学習課長兼中央公民館館長兼文化広場館長兼郷土資料館館長兼勤労者体育センター所長

　（こども課長）長
なが

谷
や

 優
ゆう

一
いち

郎
ろう

【主幹級】２人

　税務課主幹（税務課長補佐）山
やま

本
もと

 幸
さち

惠
え

、庶務課主幹（庶務課長補佐）鈴
すず

木
き

 由
ゆ

美
み

子
こ

問合せ　人事秘書課人事秘書グループ　☎（0564）62−1111（内線324）　FAX（0564）63−5139

島原伝統「和ろうそく」

消防テレホンサービス・三者通話翻訳サービスをご利用ください

vol.15

町職員の人事異動についてのお知らせ
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　町では、災害に備えて寝室、居間などの洋服だんす、和だんす、整理だんすなど
に転倒防止器具の取り付けを行っています。
対象　①65歳以上の高齢者のみ世帯　②身体障がい者手帳１級、２級、療育手帳

Ａ判定、精神保健福祉手帳１級の人がいる世帯（いずれも町内在住者に限る）
注意事項

　◦器具の取り付けは１世帯２棹
さ お

までです。
　◦借家で所有者の同意が得られない場合や、自己所有の住宅であっても家屋の構造によ
　　り取り付けられない場合があります。
　◦対象家具と壁や梁

は り

などに穴を開け、転倒防止器具を取り付けることをご了承ください。
　◦取り付け作業後の家具の移動、取り付けた器具の取り外しなどはお受けできません。
　◦家具を取り付けたことによる家具などの破損、器具を取り付けた家具による転倒事故
　　などに対する補償はありません。
費用　無料（額田郡建設業組合のボランティアにより設置します）
申請方法　役場１階５番窓口　福祉課介護保険グループへ印鑑を持ってお越しください。
問合せ　福祉課介護保険グループ　☎（0564）62−1111（内線155・156）　FAX（0564）56−6218

　元オルケスタ・デ・ラ・ルスのカルロス菅野が率いる、日本を

代表するラテン・ジャズ・ビッグバンドをお見逃しなく！

と　き　11月24日（土）　開場：午後４時30分　開演：午後５時

ところ　幸田町民会館さくらホール　　　出演者　熱帯JAZZ楽団

主　催　幸田町、幸田町教育委員会、（一財）自治総合センター

入場料　前売券　一般2,000円、学生1,000円（全席指定）

　　　　＊当日券は500円増（前売券が完売した場合には、当日券の販売はありません）

　　　　　チケットは幸田町民会館チケットセンターで好評発売中です。

そのほか　このコンサートは、宝くじ助成金により特別料金となります。

　　　　　未就学児のお子さまの入場は、ご遠慮ください。

問合せ　幸田町文化振興協会　☎（0564）63−1111　FAX（0564）63−5186

　自殺対策では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤立・孤独」を防ぎ、

支援することが重要と考えられています。９月14日（金）、午前７時～８時、町内

の３駅において、関係者を含め、19人のゲートキーパーによる自殺対策街頭キャン

ペーンを実施しました。「ゲートキーパー」は、悩んでいる人に気付き、声を掛け、

話を聞いて、必要な支援につなげ、見守っていて、心の悩みを持つ人へ相談窓口を

案内する活動を行っています。１人でも多くの人に、ゲートキーパーの活動を知っ

てもらうことで、専門性の有無にかかわらず、皆さんがそれぞれの立場からできる

ことを考え、行動していくことが自殺対策につながります。活動に興味のある人は、

お気軽にお問い合わせください。

問合せ　福祉課福祉グループ　☎（0564）62−1111（内線151）

　　　　FAX（0564）56−6218

▲ゲートキーパーの幸田駅での活動

▲ゲートキーパーの皆さん

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

今月のキーワード 自家具転倒防止器具の取り付け

「宝くじ文化公演」熱帯JAZZ楽団コンサートを開催します

平成30年度第2回自殺対策街頭キャンペーンを実施しました
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今月の税金と料金納付

9月の事故・犯罪状況

9月の火災・救急件数

事
故

犯
罪

火
災

救
急

死　亡
重　傷
軽　傷
合　計

侵入盗
車両盗
そのほか
合　計

0
0
8
8

1
5
131
137

0
6
7
13

30
32
43
105

件数 累計【1～9月】

人数 累計【1～9月】

○国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・第５期分

○後期高齢者医療保険料・・第５期分

○上下水道使用料・・・・・・・・・・・・・９・10月分

○保育料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11月分

○町営住宅家賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11月分

○児童クラブ育成手数料・・・・・・・・10月分

＊納入期限・・・・・・・・・・・・・11月30日（金）

便利な口座振替の利用を！
（申請は税務課または町内金融機関で）

建　物
林　野
そのほか
合　計

急　病
交　通
そのほか
合　計

件数 累計【1～9月】

件数 累計【1～9月】

0
0
0
0

1
5
5
11

85
13
34
132

776
95
324
1,196

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
カ

月
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん
と
新
米
マ
マ
を
対

象
に
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
た
り
す
る
「
よ
ち

よ
ち
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
月
で
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

５
回
実
施
し
ま
す
。

と
き　

ぴ
よ
７
グ
ル
ー
プ
（
２
０
１
８

年
７
月
生
ま
れ
）
２
０
１
９
年
１
月
22

日
、
２
月
26
日
、
３
月
26
日
、
４
月
23

日
、
５
月
21
日　
（
す
べ
て
火
曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
く
り
く
り
ひ
ろ
ば
）

対
象　

第
１
子
で
２
０
１
８
年
７
月
生

ま
れ
の
子
と
そ
の
母
親

　

＊
５
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人

定
員　

10
組　

＊
先
着
順

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　

11
月
16
日
（
金
）
か
ら
上
六

栗
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）
　

62-

８
３
３
３

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
絵
本
の
主
人
公

の
可
愛
ら
し
い
人
形
が
登
場
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
も
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

乳
幼
児
向
け
童
謡
、
唱
歌
、
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
身
近
な
楽
器
を

使
っ
て
の
演
奏
な
ど

対
象　

町
内
在
住
で
就
園
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
組　

＊
先
着
順

出
演
者　

ピ
ア
チ
ェ
ボ
ー
レ

参
加
費　

無
料

申
込
み　

11
月
16
日
（
金
）
～
26
日
（
月
）

に
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）
　

62-

８
３
３
３

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
一
緒
に

親
子
で
遊
ぶ
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

お
楽
し
み
会
で
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
会
え
る
…
か
も
？

と
き　

12
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

＊
受
付
は
午
前
10
時
10
分

と
こ
ろ　

町
民
会
館
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
遊
び

対
象　

町
内
在
住
の
未
就
園
児
（
２
歳

程
度
）
と
そ
の
保
護
者

定
員　

１
０
０
組　

＊
先
着
順

講
師　

幸
田
町
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

参
加
費　

40
円
（
傷
害
保
険
料
と
し
て
。

「未来へと　命を繋ぐ　１８９（いちはやく）」

（平成30年度「児童虐待防止推進月間」標語）
　11月は、児童虐待防止推進月間です。虐待を受けたと思われる子どもを
見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときには、児童相談所（児
童相談所全国共通３桁ダイヤル☎１８９（いちはやく））または役場こど
も課へご連絡・ご相談ください。児童虐待は、社会全体で解決すべき問題
です。虐待の未然防止や早期発見にご協力をお願いします。
問合せ　こども課保育所グループ（内線132）FAX63−5334

2P

このマークは「こうた健康マイレージ♪」ポイント対象
事業の印です。数字は獲得できるポイント数です。

11月は児童虐待防止推進月間です

キ
ッ
ズ
・
子
育
て

よ
ち
よ
ち
サ
ロ
ン

で
遊
ぼ
う

親
子
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
集
ま
れ
！

く
り
く
り
ひ
ろ
ば
お
ん
が
く
か
い

2P
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お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持
ち
物　
敷
き
物（
ホ
ー
ル
の
床
に
座
る
た
め
）

申
込
み　

11
月
15
日
（
木
）
～
27
日
（
火
）

に
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

（
中
央
公
民
館
内
、
内
線
１
９
５
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
月
曜
休

館
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

１
６
７
５

　

勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り
講
座
で
は
、古
代
の
人
々

が
身
に
着
け
た
宝
石
、
勾
玉
づ
く
り
が

体
験
で
き
ま
す
。
作
っ
た
勾
玉
を
大
切

な
人
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

と
き　

12
月
22
日
（
土
）

　

①
午
前
の
部 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

②
午
後
の
部 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

郷
土
資
料
館

＊
材
料
を
加
工
す
る
た
め
に
や
す
り

な
ど
の
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
１
・
２
年

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

各
回
10
人　

＊
先
着
順

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
み　

11
月
13
日
（
火
）
〜
30
日

（
金
）
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎

（
０
５
６
４
）
62-

６
６
８
２
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
月
曜
休
館
。

と
き　

11
月
26
日
（
月
）　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

対
象　

昭
和
28
年
12
月
２
日
～
昭
和
29

年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

＊
介
護
保
険
料
の
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
預
金
通
帳
と
届

出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

（
内
線
１
５
６
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
56-

６
２
１
８

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
が
対
象

の
カ
フ
ェ
で
す
。
介
護
な
ど
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
ま
ど
か

と
き　

12
月
12
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ま
ど
か
の
郷
（
野
場
字
石
荒
23
）

参
加
費　

無
料

フ
ェ
リ
シ
ー
テ

と
き　

12
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

フ
ェ
リ
シ
ー
テ
幸
田

　
（
深
溝
字
皿
入
１
番
地
１　

メ
リ
ー

ホ
ー
ム
幸
田
内
）

参
加
費　

無
料

喫
茶
ふ
で
か
き

と
き　

12
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
り
姫　

（
大
草
字
山
添
15
番
地
）

参
加
費　

１
０
０
円

対
象　

認
知
症
の
人
、
そ
の
ご
家
族
、

地
域
住
民
な
ど
ど
な
た
で
も

そ
の
ほ
か　

入
退
場
は
自
由
、
事
前
の

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

幸
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
０
５
６
４
）
62-

７
３
３
１

　

10
月
号
で
掲
載
し
た
内
容
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
再

度
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
間　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

問
合
せ　

幸
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
０
５
６
４
）62-

７
１
７
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）62-

７
２
５
４

　

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
期
限

は
、11
月
30
日（
金
）で
す
。
今
年
度
か
ら
、

第
２
期
分
の
納
付
書
は
、
８
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
書
を
紛
失
し

た
人
は
、
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

①
銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組
合
、農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
代
理
店
の
郵
便
局

を
含
む
）
な
ど
の
金
融
機
関
・
県
税

事
務
所
の
窓
口

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
情
報
端

末
）
設
置
店

＊
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以

下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

③
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
対
応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
愛
知
県
県
税
専

用
お
支
払
サ
イ
ト
）
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

＊
１
万
円
ご
と
に
73
円（
消
費
税
別
）

の
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

領
収
証
書
が
必
要
な
人
は
、
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
の
窓
口
、

県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振

替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

人
は
、
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
知
県
西
三
河
県
税
事
務
所

県
民
税
・
事
業
税
第
２
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
０
５
６
４
）
27-

２
７
１
３

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

手
作
り
の
勾ま

が

玉た
ま

で
決
ま
り
！

教
室
・
講
座

福
祉
・
介
護

65
歳
到
達
者
の
介
護
保
険

被
保
険
者
証
交
付
説
明
会

認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す

2P

税
関
係

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

平
成
30
年
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地

震
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
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●
平
成
30
年
分
年
末
調
整
説
明
会

と
き　

11
月
21
日
（
水
）　

午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
コ
ロ
ネ
ッ
ト

対
象　

法
人
、
個
人
事
業
主
（
給
与
の

支
払
い
の
あ
る
人
）

持
ち
物　

事
前
に
郵
送
し
た
資
料

●
平
成
30
年
分
所
得
税
の
青
色
申
告
決

算
等
説
明
会

と
き　

11
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
コ
ロ
ネ
ッ
ト

対
象　

個
人
青
色
申
告
者

●
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

と
き　

11
月
22
日
（
木
）、
26
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

岡
崎
合
同
庁
舎　

５
階
共
用

大
会
議
室

対
象　

ど
な
た
で
も
（
開
催
場
所
の
収

容
人
数
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

岡
崎
税
務
署

　

☎
（
０
５
６
４
）
58-

６
５
１
１

＊
電
話
は
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い

ま
す
の
で
、
説
明
会
に
関
す
る
質

問
は「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
11
日
～
17
日
の
１
週
間
は
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
小
学
校
で
は

習
字
・
ポ
ス
タ
ー
を
、
中
学
校
で
は
作

文
を
募
集
し
ま
し
た
。
優
秀
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
２
日
（
金
）
～
15
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
10
時（
月
曜
休
館
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

岡
崎
税
務
署

　

☎
（
０
５
６
４
）
58-

６
５
１
１

　

幸
田
町
税
務
課
町
民
税
グ
ル
ー
プ

　
（
内
線
１
６
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
３
９

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
＊
）
を

用
い
た
訓
練
で
、
幸
田
町
以
外
の
地
域

で
も
複
数
の
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
ご
ろ

訓
練
放
送
試
験

①
防
災
行
政
無
線　

【
放
送
内
容
】上
り
チ
ャ
イ
ム
音
、「
こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」
×
３
回
、
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
こ
う
た
タ
ウ
ン
メ
ー
ル　

【
メ
ー
ル
文
】「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」

（
＊
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
安
全
対
策
グ
ル
ー

プ
（
内
線
３
７
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
３
９

　
　

現
在
、
愛
知
県
で
は
交
通
事
故
死
者

数
が
15
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
１
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
保
護
、
道
路
上
で
の
車
両

の
円
滑
な
走
行
の
た
め
に
、
ス
テ
ッ

カ
ー
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日
（
火
）
～
平
成
31
年

１
月
31
日
（
木
）(

土
日
祝
、
年
末
年

始
除
く)

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分　

　

＊
先
着
順

と
こ
ろ　

防
災
安
全
課

（
役
場
３
階
９
番
窓

口
）

問
合
せ　

防
災
安
全
課

安
全
対
策
グ
ル
ー
プ

　
（
内
線
３
７
２
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

　

５
１
３
９

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
う

ち
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
７
割
を
占

め
る
こ
と
か
ら
、
消
防
職
員
が
直
接
訪
問

し
て
、
火
気
の
使
用
状
況
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り

調
査
お
よ
び
防
火
指
導
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
９
日（
金
）
～
12
月
23
日（
日
）

対
象　

75
歳
以
上
の
単
身
世
帯
お
よ
び

福
祉
電
話
設
置
者

そ
の
ほ
か　

訪
問
す
る
職
員
は
、
町
職

員
の
名
札
を
着
用
し
、
消
防
手
帳
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
署
警
防
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
０
５
６
４
）
63-

０
１
１
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
６
４
）
63-

１
１
１
９

　

職
場
の
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
県

職
員
が
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
相
談
は
、
８
月
か
ら
平
成
31
年
１
月

ま
で
の
毎
月
第
４
火
曜
日
に
試
行
期
間

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
悩
み
の

人
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
27
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

多
世
代
交
流
施
設
（
豊
坂

ほ
っ
と
館
）
２
階　

地
域
活
動
室

対
象　

町
内
の
事
業
主
、
労
働
者
お
よ

　

び
そ
の
家
族

60
㎜

200㎜

小
中
学
生
の
税
に
関
す
る

作
品
を
展
示
し
ま
す

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す

年
末
調
整
説
明
会
・
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会
・
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」

ス
テ
ッ
カ
ー
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

無
料
配
布
し
ま
す

税
関
係

お
知
ら
せ

労
働
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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そ
の
ほ
か　

１
組
50
分
程
度
。
事
前
予

約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー

プ
（
内
線
２
６
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
２
９

　

放
置
自
転
車
（
バ
イ
ク
・
原
付
も
含

む
）
は
、
通
行
の
妨
げ
や
駐
車
ス
ペ
ー

ス
減
少
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
11
月
は
、

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
で
す
。
放
置
自
転
車
の
調
査
・
撤

去
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー

プ
（
内
線
２
６
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
２
９

都
市
計
画
の
名
称　

西
三
河
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

と
き　

11
月
13
日
（
火
）
～
27
日
（
火
）

　

＊
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

と
こ
ろ　

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

（
県
庁
本
庁
舎
５
階
）、
幸
田
町
建
設

部
都
市
計
画
課
（
役
場
２
階
）

意
見
書
の
提
出　

こ
の
変
更
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
愛
知
県
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎
０
５
２-

９
５
４-

６
５
１
５

　

全
国
一
の
花
き
生
産
を
誇
る
「
花
の

王
国
あ
い
ち
」を
体
感
し
て
も
ら
う「
あ

い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
22
日
（
木
）
～
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
初
日
の
み
午
前
９
時
～
）

と
こ
ろ　

安
城
産
業
文
化
公
園
デ
ン
パ
ー
ク

内
容　

花
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
「
宙
に
咲

く
巨
大
な
花
」
ほ
か
、
花
ス
ポ
ー
ツ
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
の
体
験
教

室
、
花
の
栽
培
施
設
を
巡
る
ツ
ア
ー
、

西
三
河
グ
ル
メ
祭
り
な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

愛
知
県
園
芸
農
産
課

　

☎
０
５
２-

９
５
４-

６
４
１
９

　
「
１
１
９
番
」
は
、
火
災
・
救
急
な

ど
の
災
害
か
ら
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命

や
財
産
を
守
る
重
要
な
災
害
通
報
専
用

の
番
号
で
す
。

●
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

災
害
通
報
の
と
き　

住
所
、
大
き
な
建

物
や
交
差
点
名
な
ど
場
所
を
正
確
に

火
災
の
と
き　

何
が
燃
え
て
い
る
の
か
、

け
が
人
、
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い

か
、
場
所
を
正
確
に

救
急
の
と
き　

誰
が
ど
う
し
た
の
か
、

意
識
は
あ
る
か
、
呼
吸
は
普
段
ど
お

り
し
て
い
る
か

●
救
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

医
療
機
関
に
関
す
る
情
報
は
、
救

急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

（
０
５
６
４
）
21-

１
１
３
３
）
ま
た

は
愛
知
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

　
（
あ
い
ち
救
急
医
療
ガ
イ
ド
で
検
索
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

岡
崎
幸
田
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
共
同
通
信
課

　

☎（
０
５
６
４
）21-

５
１
５
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）26-

０
３
７
３

●
生
徒
募
集

　

平
成
30
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
「
高
等

工
科
学
校
生
徒
」
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
【
推
薦
】
11
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

　
【
一
般
】
11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
31

年
１
月
７
日
（
日
）

対
象　

【
推
薦
】
中
学
校
を
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）
し
た
男
子
で
17
歳
未

満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
に

顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
か
ら

推
薦
さ
れ
た
者

　
【
一
般
】
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を

含
む
）
し
た
男
子
で
17
歳
未
満
の
者

●
進
路
説
明
会

　

岡
崎
出
張
所
で
は
、
お
子
さ
ん
が
高

校
受
験
を
控
え
て
い
る
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
「
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
進

路
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

平
日　

午
後
１
時
～
６
時

　

土
日
祝　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

岡
崎
合
同
庁
舎
６
階
（
岡
崎

市
羽
根
町
字
北
乾
地
50
番
地
１
）

問
合
せ　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所

　

☎
（
０
５
６
４
）
58-

０
０
９
５

　
（
平
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

　

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
と
い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
強
化
週
間
を
設
け
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
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と
き　

11
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日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

　

午
前
８
時
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分
～
午
後
７
時

＊
11
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
は
午

前
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時
～
午
後
５
時

相
談
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用
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話
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
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ラ

イ
ン
）
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
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問
合
せ　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
５
２-

９
５
２

　

-

８
１
１
１

　
（
内
線
１
８
３
１
）

▲
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

都
市
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧

し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
「
高
等
工
科
学

校
生
徒
」
募
集
・
進
路
説
明

会
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す

あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

in
デ
ン
パ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

や
め
よ
う
！　

放
置
自
転
車

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日
で
す
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●行政相談

　と   き　毎月第３水曜日（祝日除く）
　　　　　午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　総務課 法規グループ（内線361）
　　　　　FAX63－5139
●人権相談

　と　き　毎月第１水曜日 午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　住民課 住民窓口グループ
　　　　　（内線122）FAX63－5334
●消費生活相談

▼幸田町（電話相談可）

　と　き　毎週火曜日 
　　　　　午前10時～正午、 午後１時～４時  
　　　　　＊受付は午後３時30分まで
　ところ　役場１階相談室
　そのほか　専門の相談員が応対します。
　問合せ　企画政策課 政策情報グループ
　　　　　（内線332）FAX63－5139
▼愛知県消費生活総合センター

　と　き　月～金　午前９時～午後４時30分
　　　　　土・日　午前９時～午後４時
　ところ・問合せ　愛知県消費生活総合センター
　　　　　　　　　☎052－962－0999
●多重債務相談（予約制）

　と   き　毎週火・木曜日　午後１時～４時
　ところ・問合せ　愛知県消費生活総合センター
　　　　　　　　　☎052－962－0999
●司法書士法律困りごと相談（予約制）

　と　き　毎月第１・３水曜日 午後１時～４時
　ところ　福祉サービスセンター
　そのほか　１週間前までに事前予約が必要
　問合せ　幸田町社会福祉協議会
　　　　　☎62−7171、FAX62－7254
●無料法律相談（予約制）

　と   き　毎月第２木曜日 午後１時～４時
　ところ　役場３階301会議室
　問合せ　住民課 住民窓口グループ
　　　　　（内線122）FAX63－5334
●心配ごとお気軽相談（電話相談可）

　と   き　毎週水曜日　午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課 福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●母子父子家庭相談（電話相談可）

　と　き　毎月第４木曜日
　         　午前10時～午後４時
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課 福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218

●こどもの相談

　と   き　毎月第２水曜日 
　　　　　午前10時～午後４時
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課 福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●子育て相談（訪問相談可）

　と   き　月～金曜日 午前８時30分～午後５時
　　　　　土曜日 午前８時30分～正午
　　　　　＊土曜日は電話相談のみ（祝日除く）
　ところ・問合せ　上六栗子育て支援センター
　　　　　　　　　☎・FAX 62－8333
●教育相談

　と　き　火～金　午前10時～午後６時
　ところ　中央公民館教育相談室
　問合せ　☎・FAX63－1188
　　　　　Ｅメール soudan@sk2.aitai.ne.jp
●高齢者の相談（訪問相談可）

　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　ところ　福祉サービスセンター
　問合せ　幸田町地域包括支援センター
　　　　　☎62−7331、FAX62－7254
●認知症介護電話相談

　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前10時～午後４時
　ところ　認知症の人と家族の会・愛知県支部
　問合せ　☎0562－31－1911
　　　　　FAX0562－33－7102
●若年性認知症カフェ（相談・交流会）

　と   き　毎月第１土曜日 午前10時～正午
　ところ　就労継続支援Ｂ型事業所ひなた
　問合せ　福祉課 介護保険グループ（内線156）
　　　　　FAX56－6218
●身体障がい者･知的障がい者更生相談

　と　き　身体障がい者 毎月第１・３木曜日
　　　　　知的障がい者 毎月第２・４木曜日
　　　　　ともに午前10時～正午
　ところ・問合せ　つどいの家 
　　　　　　　　　☎・FAX 63 ー2941
●身体・知的・精神障がい者相談

　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　ところ　①生活支援センターこうた
　　　　　②相談支援事業所ひなた
　　　　　③幸田町社協相談支援事業所
　相談員　相談支援専門員、社会福祉士、精
　　　　　神保健福祉士
　そのほか　ご家庭への訪問相談も行ってい
　　　　　　ます（要予約）。
　問合せ　①☎63−1775
　　　　　②☎77−6900
　　　　　③☎62−7171
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

●心の病気を抱える人の家族の相談会

　と　き　毎月第３火曜日
　　　　　午後１時30分～３時
　ところ　つどいの家１階　図書室
　内   容　精神保健福祉士などが相談に応じ
　　　　　ます。
　問合せ　福祉課 福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●憩いの場（心の病気のある人のデイケア）

　と   き　毎週火曜日 午後１時30分～４時
　ところ　つどいの家 会議室・図書室
　相談員　精神保健福祉士
　問合せ　福祉課 福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●ひきこもり家族の集い

　と　き　12月19日（水） 午後５時～６時30分
　ところ　つどいの家
　対   象　ひきこもり状態にある本人または
　　　　　家族
　問合せ　幸田町障害者基幹相談支援センター
　　　　　☎63－1755、FAX63－1756
●精神保健福祉（心の病、心の健康）相談

　と　き　月１回開催（要電話予約）
　ところ・問合せ　西尾保健所健康支援課
　　　　　　　　　☎0563－56－5241
　　　　　　　　　FAX0563－54－6791
●子どもの権利擁護委員会

　と　き　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　問合せ　こども課 児童育成グループ
　　　　　（内線133）、FAX63－5334
　　　　　Ｅメール kodomo@town.kota.lg.jp
●国税に関する「電話相談センター」

　と　き　月～金（祝日、年末年始除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時
　利用方法　①岡崎税務署 ☎58－6511へ
　　　　　　　電話
　　　　　　②自動音声→「１」を押す
　　　　　　③自動音声→相談内容の番号を
　　　　　　　押す

寄付ありがとうございます
（敬称略）

幸田町へ

㈲中條総合保険リスクマネージメン
トサービス　中條義之／12,200円
幸田町社会福祉協議会へ

親子文化を育てる会／金2,000円
アトリエジャスト近藤二吉
　　　　　　　　　／金10,808円
㈱石原組従業員一同／金1,200円

毎月の相談 寄　付
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畔柳 　晴真

白谷　　同

池田 　夏葵

川﨑　　詩

木下 　稔理

細井 　七鳳

春名 　唯花

鴨下 　幸礼

鴨下 あかり

松山　　稜

長谷 　実空

埴原 　聡士

宮本 　青空

菱田 　奏太

小林 　雅幸

鈴木 花瑛子

喜多　　渚

髙田 　葉月

森本 　莉子

稲吉　　黎

粕谷 　風果

嶋田 　千晃

岡山 　颯汰

井上 　凱斗

岩瀬 　茉佑

野口 　遥加

（はるま）

（あつむ）

（なつき）

（うた）

（みのり）

（なお）

（いちか）

（ゆきなり）

（りょう）

（みく）

（さとし）

（そら）

（そうた）

（まさゆき）

（かえこ）

（なぎさ）

（はづき）

（りこ）

（れい）

（ふうか）

（ちあき）

（そうた）

（かいと）

（まゆ）

（はるか）

重晴

司

貴一

崇志

昌紀

南

須美子

智仁

智仁

嘉宏

吉朗

良則

憲一

高太郎

夕城

陽

大起

裕也

征治

克幸

悠介

純平

侑揮

純一

京介

隆憲

高力

里

鷲田

鷲田

里

岩堀

鷲田

鷲田

鷲田

里

里

大草

横落

大草

岩堀

鷲田

里

野場

鷲田

逆川

岩堀

岩堀

六栗

岩堀

里

坂崎

稲吉 　洋子

伊與田 秋彦

神取 　　枝

中村 日出子

藤永 　勝代

渡邊 　勝子

牧野 　悦夫

平岩 　宏基

稲吉 　康作

伊與田 孝彦

神取 　重行

中村 　之人

藤永 　勝代

渡邊 　雅人

牧野 　司郎

平岩　　堯

逆川

芦谷

里

坂崎

鷲田

六栗

市場

須美

63

83

92

82

75

74

86

17

人口動態【H30.10.1現在】

戸籍異動

総人口　41,796人 （前月比+58人）
　内　男　21,210人　女　20,586人
世帯数 15,705世帯（前月比＋64世帯）
9月中の主な異動
出　生　 37人（男 19人 女 18人）
死　亡　 17人（男 9人 女 8人）
転　入　195人（男118人 女 77人）
転　出　144人（男 81人 女 63人）

おめでとうございます

※プライバシー保護のため、希望者のみ掲載
　しています。掲載希望の人は、届け出時に
　住民課にお申し出ください。

おくやみ申し上げます
死亡者 年齢 世帯主 区

 9月届出分
（順不同・敬称略）

出生児 保護者 区

①テレビ回覧板ＷＥＥＫＬＹ』（15分）

　幸田町、蒲郡市の地域ニュース。毎週土曜日更新
　（毎日９：00、12：00、15：00、17：00、19：00、22：00放送）

②『町の風景』（10分）

　幸田町、蒲郡市の美しい風景をお届けします。
　11月10日（土）～ 23日（金・祝）　

③『店ばな工房』（15分）

　幸田町、蒲郡市にあるお店を紹介します。
　11月17日（土）～ 30日（金）

②③は期間中　１週目  ９：15、12：30、19：15放送
　　　　　　　２週目  12：15、18：00、22：15放送

④『マイ Ｈｏｍｅ Ｔｏｗｎ』（30分）

　「私の町」をテーマにしたエリア内の情報番組です。
　11月10日（土）～ 23日（金・祝）

⑤『幸田発！　ハツラツさん紀行』（15分）

　幸田町のハツラツさんをご紹介します。
　11月24日（土）～ 12月７日（金）

④⑤は期間中　１週目  ９：30、19：30、22：30放送
　　　　　　　２週目  10：30、15：30、20：00放送

問合せ　三河湾ネットワーク株式会社　☎0120−794934

　寒さが増して参りました。筆柿の里幸田では秋の農産物が続々と
揃ってきています。筆柿を始め、ほどよい甘みとやさしい酸味を楽
しめる新興梨や大きな見た目の愛宕梨、やさしい甘さの早生みかん
など、幸田の秋を味わう食材が豊富です。
　干し柿用の甘渋混合柿も11月から販売を開始します。ご自身で干
し柿を手作りされてはいかがでしょうか。
【産業まつり】

　11月11日（日）こうた産業まつりに当駅も参加します。筆柿の里
幸田のオリジナル商品も販売予定です。ぜひブースに足をお運びく
ださい。詳細は、ホームページをご覧ください。
問合せ　道の駅　筆柿の里・幸田（担当 牧野）
　　　　☎（0564）63−5171　FAX（0564）63−5191

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

いよいよ秋本番！

ケーブルTV 11月の番組案内ケーブルTV 11月の番組案内
スマイル12チャンネル
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あなたもお達者体操を体験してみませんか

　町では、住み慣れた地域でいつまでも元気で生活できるよう、「お達者体操」を広めています。この体操は、３カ
月以上継続することで筋力を維持・向上でき、転倒予防や立ち上がりなどの動作が楽にできる効果が期待できます。
　普段は、町内の８会場（岩堀公民館、岩堀老人憩の家、シルバー人材センター、坂崎公民館、市場公民館、鷲田公
民館、芦谷公民館、大草東コミュニティホーム）で行っていますが、今回は、その体験会を開催します。
と　き　12月５日（水）午後１時30分～２時30分
ところ　中央公民館ホール
内　容　お達者体操の体験（椅子に座って行う体操ですので、誰にでも体験できます）
対　象　町内在住者ならどなたでも
講　師　岡崎市医師会　運動指導士
そのほか　簡単な体操を行いますので、動きやすい服装でご参加ください。
申込み　12月３日（月）までに福祉課介護保険グループ（内線155）へお申し込みください。FAX（0564）56−6218

高齢者健康づくり教室に参加してみませんか

と　き　平成31年１月９日～３月27日の毎週水曜日（全12回）　午前10時～正午
ところ　高齢者生きがいセンター（シルバー人材センター）　＊２月20日のみ保健センター
内　容　体力・生活チェック、体操、調理実習、栄養・口腔衛生に関する講習や実技など
対　象　町内在住の60歳から75歳までの人で主治医から運動制限を受けておらず、12回継続して参加できる人
　　　　（介護認定者対象外）
定　員　15人　＊先着順
講　師　運動指導士、管理栄養士、歯科衛生士ほか
参加費　300円＋食材費（実費分）
申込み　11月15日（木）～30日（金）に地域包括支援センター（☎（0564）62−7331）へお申し込みください。
　　　　（土日祝日は除く）FAX（0564）62－7254

日／曜 受付時間 備考

誰でもできる健康体操
初心者編
 14日（金）
上級者編
 21日（金）

午前10時～11時30分
簡単で効果的な歩き方や健康に
よい姿勢を学びます。

離乳食前期講習会
（ごっくんクラス）

４日（火） 午後１時～１時30分

対象：生後３～５か月児の保護者
内容：離乳食の進め方・試食
託児：申込み11月26日（月）～30日（金）
　　　定員12人　＊先着順

４か月児健診
（30年７月21日～８月９日生）

18日（火）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：身体測定、内科健診、集団の話、
　　　個別相談、絵本の読み聞かせ

10か月児健診
（30年１月14日～２月６日生）

11日（火）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：身体測定、内科健診、集団の話、
　　　個別相談、歯みがき相談

1歳６か月児健診
（29年５月12日～６月６日生）

20日（木）
午後０時50分～２時

集団の話／０時50分～１時10分
内容：身体測定、内科・歯科健診、
　　　集団の話、フッ素塗布、個別相談

２歳児歯科健診
（28年11月６日～12月９日生）

５日（水）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：歯科健診、歯みがき指導、集団の話、
　　　フッ素塗布、個別相談

３歳児健診
13日（27年10月27日～11月11日生）
27日（27年11月12日～11月27日生）

13日（木）
27日（木）

午後０時50分～２時
内容：尿検査、身体測定、内科・歯科健診、
　　　フッ素塗布、個別相談

住民健診
（64歳以下）

６日（木） 午前９時～11時

内容：胸部レントゲン、検尿、身体測定、
　　　血圧測定、診察、血液検査など
持ち物：健康保険証、健診受診票、健康手帳
＊大腸がん検診（400円）、肺がん検診（500円）
　希望者は自己負担金
＊（対象者のみ）Ｂ型・Ｃ型肝炎問診票
＊受診券のない人は5,000円必要です。

2P

2P

2P

2P

20P

12月の保健センター 行事・健診
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日／曜 受付時間 備考

母子健康手帳交付
３日（月）
10日（月）
17日（月）
25日（火）

午前9時45分～ 10時

時間：午前10時～正午
内容：母子健康手帳交付説明会、健診受診票交付、
妊娠中の生活の話、個別相談など
持ち物：妊娠届出書　裏面に記載してある持ち物をご持参ください。
そのほか：都合の悪い人、外国籍の人は、ご連絡ください。

こんにちは
赤ちゃん訪問 随時

対象：生後４か月未満の赤ちゃんのいる全家庭
内容：赤ちゃん訪問員（地域の先輩ママ）による、地域の子育て情報の提
供・絵本のプレゼント・心配や困っていることなどの聴取。（心配事には、
あとで保健師などが連絡し、相談に応じます。）
＊事前に電話連絡有（電話番号が分らない場合は、直接伺う場合もあり

ます。）転入などで赤ちゃん訪問連絡票を出されていない人は、電話
連絡をお願いします。

助産師などによる
新生児等訪問相談 随時（電話予約が必要です）

対象：生後２か月未満の母子
内容：助産師または保健師の家庭訪問による個別相談、母乳に関する悩
み・授乳・育児・産後の体・生活、母の気持ち等の相談・指導

母乳相談 20日（木） 午前9時30分～ 11時 対象：生後３か月未満の母子（予約制）内容：母乳授乳量測定、授乳相談

乳幼児健康相談 ５日（水） 午前9時30分～ 11時 対象：乳幼児　内容：保健師・栄養士による育児、健康相談

成人健康相談 27日（木） 午前9時30分～ 11時 健康に関すること全般（栄養相談も含む）

＊各種相談は、電話でも随時受付しています。必要に応じ、家庭訪問指導も行います。			 
＊乳幼児健診、歯科健診、予防接種、母乳相談、乳幼児健康相談、離乳食講習会には、必ず母子健康手帳をお持ちください。	

対象者には11月下旬に接種券を郵送します。
予防接種の種類 接種期間 接種方法

ヒブ予防接種（初回接種）
平成30年10月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生
日前日

３回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接
種回数が変わってきます。詳しくは、接種券と同封
してある案内を参考にしてください）

ヒブ予防接種（追加接種）
ヒブ初回予防接種を平成30年５月に接種した人

（ただし、１回目を１歳以上で接種した人は除く）
５歳の誕生日前日まで １回接種

小児用肺炎球菌予防接種（初回・追加接種）
平成30年10月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生
日前日

４回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接
種回数が変わってきます。詳しくは、接種券と同封
してある案内を参考にしてください）

Ｂ型肝炎予防接種
平成30年10月生まれの人

生後２か月～１歳の誕生
日前日 ３回接種

四種混合予防接種（第１期初回）
平成30年９月生まれの人

生後３か月～７歳６か月
の前日 20 ～ 56日の間隔で３回接種

四種混合予防接種（第１期追加）
１期初回３回目を平成29年12月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

ＢＣＧ予防接種
平成30年７月生まれの人

生後５か月～１歳の誕生
日前日 １回接種

麻しん及び風しん混合第1期予防接種
平成29年12月生まれの人

１歳の誕生日～２歳の誕
生日前日 １回接種

水痘予防接種
平成29年12月生まれの人

１歳の誕生日～３歳の誕
生日前日 ２回接種

日本脳炎予防接種（第１期初回）
平成27年12月生まれの人

３歳の誕生日～７歳６か
月の前日 ２回接種

日本脳炎予防接種（第１期追加）
１期初回２回目を平成29年12月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

日本脳炎第２期予防接種
平成21年12月生まれの人

９歳の誕生日～ 13歳の誕
生日前日 １回接種

二種混合第２期予防接種
平成19年12月生まれの人

11歳の誕生日～ 13歳の誕
生日前日

１回接種（接種の際は、必ず保護者同伴でお出掛けく
ださい）

ロタ予防接種（任意接種）
平成30年10月生まれの人

１価（ロタリックス）は
生後６週～生後24週。
５価（ロタテック）は生
後６週～ 32週

４週以上の間隔で、１価（ロタリックス）は２回接種。
５価（ロタテック）は３回接種。

おたふくかぜ予防接種（任意接種）
平成29年12月生まれの人

１歳の誕生日～２歳の誕
生日前日 １回接種

2P

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

12月の保健センター 相談

予防接種を受けましょう
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●岡崎市医師会（公衆衛生センター内）
　夜間急病診療所

●蒲郡市保健センター

診療科目　内科・小児科・外科　　
診療日　毎日　＊夜間のみ　　
受付時間　午後7時30分～10時30分　　
診療時間　午後8時～11時　　
問合せ　☎0564－52－1906

診療科目　内科・小児科　　
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　
受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時　　
問合せ　☎0533－67－2555

●岡崎歯科総合センター
診療日　日曜日・祝日：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分　
　　　　平日夜間（月～土）：午後7時30分～10時30分　　
問合せ　☎0564－21－8000

●蒲郡市保健センター
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　　
受付時間　午前9時～正午　　問合せ　☎0533－69－8020

（休日緊急診療と同じ）

夜間緊急診療

休日緊急診療 救急医療情報センター

歯科の休日・夜間緊急診療

当直医をお探しの地域
幸田町、岡崎市

蒲郡市ほか東三河地域
西尾市

　どうしても医療機関が見つからないときは、愛知県救急医療情報センター
にお電話ください。オペレーターが24時間体制でお知らせします。

＊保険証をお持ちください。
＊都合により当直医を変更することもありますので、救急医療情報センターでご確認ください。＊市外局番はすべて（0564）です。

●夜間おくすり相談については…岡崎薬剤師会　 080－9730－5274 受付時間／午後8時～翌日午前6時

掲載日以外を知りたい人は、岡崎市医師会のホームページをご覧ください。（http://www.okazaki-med.or.jp/）

日曜・祝日の当直医療機関・薬局（11/16～12/15）
受付時間　午前９時～正午、午後２時～６時

11月18日（日） 11月23日（金・祝） 11月25日（日） 12月２日（日） 12月９日（日）

内科
または
小児科

野々村クリニック
（芦谷）

☎56-6500

おはら内科
クリニック
（坂崎）

☎62-8400

おくやしき
クリニック
（下青野）

☎57-5353

こん野ファミリー
クリニック
（大草）

☎56-1505

緑の森こども
クリニック
（上地２）

☎57-2710

外科
宇野整形外科
（緑丘2）

☎54-3161

むらかみ整形外科
（高力）

☎63-2366

うちぼり医院
（岡）

☎57-8131

ませぎ整形外科
（本宿台）

☎27-8088

牧原整形外科
クリニック
（芦谷）

☎63-5678

皮膚科
福田泌尿器科・
皮膚科医院※

（六名本）
☎58-6711

わかまつ町皮ふ科
（若松）

☎55-9912

おばた皮ふ科
（大門3）

☎25-5239

渡辺皮フ科
（稲熊）

☎23-8005

荻須医院※

（籠田）
☎21-0781

耳鼻
咽喉科

康生医院
（康生通）

☎21-1340

島田耳鼻咽喉科
（六供）

☎21-3387

三崎町うえじ
耳鼻咽喉科
（三崎）

☎54-2833

西山みみ・はな・
のどクリニック
（大草）

☎62-8781

天野耳鼻咽喉科
（羽根）

☎51-8741

眼科
岡田眼科医院
（六名東）

☎53-2800

こうた眼科
クリニック
（菱池）

☎63-3888

すずき眼科
クリニック
（上里１）

☎65-3001

奥田眼科
クリニック
（洞）

☎26-2220

小出アイ
クリニック
（中之郷）

☎54-3636

産婦人科 救急医療情報センターへお問い合わせ　☎21-1133

薬局

パナプラス薬局
むつな店
（向山）

☎58-2777

ナンブ薬局 幸田店
（坂崎）

☎56-3277

いぶき薬局
（下青野）

☎57-7011
スヤマ薬局
（本宿茜）

☎48-3544

すみれ調剤薬局
上地店

（上地５）
☎59-2882

ポプラ薬局
（高力）

☎63-6090

アイセイ薬局 岡町店
（岡）

☎57-2501 アポロ薬局 幸田店
（大草）

☎62-8328

こうむら薬局
（上六名４）
☎52-8899

あらこ薬局
（若松）

☎58-5500

岡崎第一薬局 大門店
（大門３）

☎28-9831
アイセイ薬局

第２洞店
（洞）

☎65-3836

あい調剤薬局 六供店
（六供）

☎24-0036

パナプラス薬局 むつな店
（向山）

☎58-2777

※印は、泌尿器科・皮膚科
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2018/11/16-2018/12/15

問合せ　環境課ごみ対策グループ
☎（0564）62－1111（内線273）
FAX（0564）63－5169

11 November 12 December

1211
     1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10 
11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24 
25 26 27 28 29 30

       1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 
23　
　30  

24　
　31 25 26 27 28 29

　　＊11月の粗大ごみ収集はありません。 
■12月29日から1月3日までステーションの収集はありません。

★粗大ごみは、受付で町内在住確認のため運転免許証などの身分証を提示していただきます。 ■土・日曜日は混雑しますので、なるべく平日に搬入してください。
■粗大ごみに出せないものもありますので、事前に環境課へお問い合わせください。　＊燃やすごみ、分別ごみは粗大ごみでは出せません。
●粗大ごみ戸別収集電話受付日　　申込先　夏目運輸㈱（0564）62-1371、中部保全㈱（0564）56-6161 ＊1品につき粗大ごみ納付券（300円）が1枚必要です。
　粗大ごみ収集日　場所　粗大ごみ集積処理場　　　受付時間　月～金：午前9時～正午　土・日：午前9時～正午、午後1時～3時
　　　　　　　　　＊受付時間における注意　土日午前の部に限り、混雑している場合は、受付車両数を制限させていただく場合があります。
　資源拠点回収日　場所　坂崎小学校北駐車場、保健センター駐車場、粗大ごみ集積処理場　　　時間　午前9時～午後3時
　　　　　　　　　品目　紙類（新聞紙、チラシ、雑誌類、ダンボール類、紙パック、ミックスペーパー）、古着類、アルミ缶、スチール缶、小型家電

16
金

誰でもできる健康体操（上級者編）
（保健センター 10：00）
認知症介護家族交流会

（福祉サービスセンター 13：30）

17
土

18
日

認知症カフェ（フェリシーテ幸田 13：00）
第52回町民スポーツ大会卓球

（幸田中学校卓球場 9：00）

19
月 深溝学区げんきかい（市場公民館 10：00）

20
火

平成30年度西三河地区消防本部合同訓練
（防災広場 9:00）
文化振興展「繚乱！三河の土人形」

（図書館ギャラリー 〜28日）

21
水
22
木
23 文化振興展記念講演会「土人形と郷土玩具」

（図書館 14：00）

24 
土 三河万歳演舞（図書館ギャラリー 10：30）

25
日

第52回町民スポーツ大会バドミントン
（幸田中学校体育館 9：00）

26
月

65歳到達者の介護保険被保険者証交付説明会
（保健センター 10：00）
豊坂学区げんきかい

（高齢者ふれあいプラザ 10：00）

27
火
28
水

ファミサポ使って気分リフレッシュ②
（保健センター 栄養指導室 10：00）

29
木
30
金

１
土

愛知万博メモリアル
第13回愛知県市町村対抗駅伝競走大会

（長久手市 愛・地球博記念公園 12：00）

２
日

マタニティ教室（パパママ編）
（保健センター 10：00）

３
月 坂崎学区げんきかい（坂崎公民館 10：00）

４
火 離乳食前期講習会（保健センター 13：30）

５
水

くりくりひろばおんがくかい
（くりくりひろば 10：30）
家族介護教室（中央公民館ホール 10：00）

６
木 荻谷学区げんきかい（芦谷公民館 10：00）

７ 
金 親子ふれあいクリスマス会（町民会館 10：30）

８
土

ユニバーサルホッケー大会
（豊坂小学校体育館・勤労者体育センター 8：30）

９
日

ユニバーサルホッケー大会
（豊坂小学校体育館・勤労者体育センター 8：30）

10
月
11
火
１２
水 認知症カフェ（まどかの郷 13：30）

13
木 中央学区げんきかい（岩堀公民館 10：00）

14 
金

誰でもできる健康体操（初心者編）
（保健センター 10：00）

15
土

広報こうた●2018（H30）11.133



発行　愛知県幸田町（毎月1日発行）　編集　企画部企画政策課
〒444-0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1　　（0564）62-1111　FAX（0564）63-5139
ホームページ　http://www.town.kota.lg.jp/　Ｅメール　kota@town.kota.lg.jp　町の花「つばき」　町の木「やまざくら」

「広報こうた」11月号の印刷経費は1部約30.6円（税込）です。
広報こうたは、地球にやさしい
再生紙を使用しています。

荻谷小 芝生アート 2018
　９月５日（水）に荻谷小学校で毎年恒例の芝生アートの制作が行われました。今回は、「かがやけ！荻谷小」をテーマに、

全校児童からイラストを募集しました。募集した作品を緑化委員会が中心となり「芝生アート総選挙」を開催し、各

クラスの代表作品を選出しました。全校児童や先生たち全員による投票の結果、６年西組の伊
い

藤
と う

航
こ う

生
き

くんの作品が見

事当選しました。その作品のデザインを基に、グラウンドに絵を描きました。青々とした芝生にイラストがくっきり

と浮かび上がりました。
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